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大宜味村津波方言のアクセント体系
小　川　晋　史
１．はじめに
　本稿においてはまず、ローレンス（2005）で調査された大宜味村田嘉里方言の語彙項目
を、大宜味村津波方言について調査した結果と分析を示し、津波方言のアクセント体系に
ついて議論する。また、複合規則と類別語彙についての調査結果も示す。
　津波は沖縄本島北部の大宜味村の南部に位置しており、名護市との境界に接している人
口500人に満たない（平成21年度３月末の住民基本台帳人口による）集落である。大宜味
村北部に位置する田嘉里とは行政区上同じ大宜味村である一方で、地理的には村の南北に
大きく離れている。
　本研究においては津波方言母語話者の協力が必要不可欠であるのだが、本稿中で引用す
る先行研究の筆者でもある成田義光氏（1931年生）にインフォーマントをお願いすること
ができるという幸運に恵まれた。また、語数は多くないが仲宗根（1961?）に同氏をイン
フォーマントにした調査の記録が残っており、そのデータも参考にした。
２．津波方言の音韻特徴
　本稿では特に示さない限りは音素表記を用いる。音素と音の対応についてはAppendix1
の音素表を参照していただきたい。なお、この音素表で母音音素と子音音素それぞれ単独
では網羅されていると考えているが、子音と母音の組み合わせについては、現時点での調
査でまだ見つかっていないものが少数残っている可能性がある。母音については有気音と
無気音を区別しない方言である。もっとも、実際に発音される音声自体はかなり無気音寄
りの発音がなされている。日本語の標準語（共通語）の母音とは音声的に異なっており、
特に語頭においてはその傾向が顕著であるという印象を受ける。分節音については大部分
がローレンス（2005）の報告している田嘉里方言と類似しているようで、別々の音素であ
る/r/と/d/の音がしばしば交替するといった特徴も似ているようである。なお、ローレン
ス（2005：67）においては「語中の/d/は[ɾ]と自由交替するが、語中の/r/は交替しない。
語頭では/r/は[d]とも発音される」という精密な記述が見られるのだが、津波方言でここ
まで精密な交替の予測ができるかどうかは今のところ明らかでない。
　田嘉里方言との相違点として最も顕著なのは、/p/であろう。津波方言の/p/は語頭では[p]
音であり、語中では[Ф]音であらわれる。paa《葉》とooФa《青葉》がその典型例である。
例外として、Фuu《麩》のような語が見つかっているのだが、このような語については比
較的新しい時代に入って来た「外来語」のようである。このような特徴があるので、本稿
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では/p/についてのみ [p]で発音される場合と[Ф]で発音される場合を表記にも反映させて
いる。
３．津波方言のアクセント
３．１．先行研究
　津波方言のアクセント（音調）については成田（1972）において次のように述べられて
いる。⑴では上付き線が高いモーラを表している。
⑴　a．“ほとんどすべての語が単独では上昇調か高平調のアクセントのいずれかをとる。”
　　　例）taa 《鷹》：高平調
　　　　　taa 《田》：上昇調
　　b．“語の起こる環境によってアクセントが変化する。”
　　　例）taa 《田》
　　　　　taa ui sinka 《田植え衆》
　　　　　taa ui sinka acumiyaa 《田植え衆を集める人》　　　　
　ここで述べられていることを解釈するならば、津波方言がモーラを韻律単位とした２型
アクセント体系を持っており、複合規則が存在しているということになる。この先行研究
を受け、本稿では単純語のアクセントおよび複合規則について、より精密な記述と分析を
目指す。
３．２．単純語のアクセント
　ローレンス（2005） の語彙項目に基づいて行った津波方言での調査結果一覧は
Appendix2（それぞれAppendix2-1名詞、Appendix2-2形容詞、Appendix2-3動詞）の通り
である。この調査結果から得られた結論から先に述べると、単純語については音韻的に次
のような２型体系であると考えられる。名詞・動詞・形容詞のいずれにおいても同じであ
る。
⑵　単純語アクセントの音韻的なパターン
２モーラ語 ３モーラ語 ４モーラ以上の語
高平調 ○○ ○○○ ○○...○○
上昇調 ○○ ○○○ ○○...○○
○＝モーラ、上付き線が高いピッチで発音されるモーラ
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　この体系で目を引く点は上昇調にある。どのモーラから高いピッチになるのかというこ
とについて、一貫した定義が難しいのである。例えば、「語頭から３モーラ目から高いピッ
チになる」という定義をすれば２～４モーラ語については「語が３モーラ未満の場合は語
末モーラが高い」という付帯規則を付けて定義できそうであるが、５モーラ語には当ては
まらない。また、「語末から２モーラ目から高くなる」という定義をして「２モーラ語に
ついては高平調とのコントラストを保持するために、例外的に語末から２モーラ目は低く
表れる」というアクセント型のコントラストによる付帯規則を付けても、３モーラ語には
当てはまらない。もっとも、この方言の体系内においては語中におけるピッチ上昇の有無
によって２種類のアクセント型（ i.e. 高平調と上昇調）が区別できるので、「２～３モーラ
語は語末モーラが、４モーラ以上の語では語末から２モーラ目から高くなる」という定義
であってもアクセント型を弁別する上で全く問題は生じず、体系として成立する。より画
一化した定義をしたいという、分析する側にとっての気持ち悪さは残るかもしれないが、
言語事実としては⑵である注１。
　では上昇調において、なぜこのような体系が観察されるのかというと、歴史的な変化を
反映していると考えられる。ここでローレンス（2005）の田嘉里方言が参考になるのだが、
ローレンス（2005）は田嘉里方言の音調について次のような３型体系を主張している。
⑶　ローレンス（2005）の主張する田嘉里の音調
　a.　a音調 ○：　○○　○○○　○○○○
　b.　b音調 ○：　○○　○○○　○○○○
　c.　c音調 ○：　○○　○○○　○○○○　　　　
　この３型体系のうち、a音調の語彙が津波では高平調に、b音調とc音調の語彙が上昇調
にと明らかな対応を示している。この事実から、本稿は歴史的に田嘉里方言（に類似する）
アクセント体系の２つの型が合流した結果として、津波方言の上昇調が生まれたと考える。
その過程で、田嘉里のb音調とc音調のパターンが混ざったような体系が形成されたと考え
るのである。
　語のピッチパターンについては原則として⑵の通りになるが、ピッチパターンが⑵のよ
うにならないことが予測される場合が大きく３つある。１つ目は語末におけるピッチ下降、
２つ目は特殊モーラ、３つ目は超重音節、がそれぞれ関係する。以下ではこれら３つにつ
いて述べる。
　第一に、語末におけるピッチ下降について述べる。この津波方言においてはピッチ下降
がアクセント型の区別に関係しないようだが、語中でピッチ下降が現れる箇所というのは
予測が可能である。５モーラ以下の比較的短い語単独であれば、語末から２モーラ目から
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語末のモーラにかけてのみピッチが下がる可能性がある。さらに、語末の音節構造の違い
がピッチ下降の出現に影響しており、語末がH（重音節）であればピッチが下がる可能性
が高いが、語末がL（軽音節）であれば原則としてピッチ下降は現れにくい。以下の表は
今回調査した語彙の中で発音にピッチ下降を伴って発音された（ゆれ含む）単語と下降を
伴わずに発音される単語を、語末の音節構造別に分類して数えたものである。４モーラ名
詞の場合を示す。なお、音節構造LHLの語は除外している。理由は後述する。
⑷　４モーラ名詞における語末の音節構造とピッチ下降の関係
○＝低いモーラ、●＝高いモーラ
語末の音節構造 …●○（ゆれ含） % …●● % 計
語末がH（重音節）
99
ukkoo《線香》
73%
36
oobee《金蝿》
27%
135
100％
語末がL（軽音節）
3
deekuni《大根》
21%
11
jagusami《未亡人》
79%
14
100％
　上の表から、語末がHの場合に73%でピッチ下降が観察されるが、語末がLの場合にピッ
チ下降が見られるのはdeekuni○○●○《大根》など21％に過ぎないとわかる。動詞や形
容詞を単独で言い切る形（終止形）の場合は語末がHになるので、上の議論がそのまま当
てはまる。urusuN○○●○《下ろす》やhuuhaN●●●○《小さい》のようにピッチ下降
（およびゆれ）が頻繁に見られる。Appendix2-3の高平調の動詞では、単語のアクセント調
査をしたときにピッチ下降をしない発音が目立ったものの、その他の調査を進める中で、
時折確認する限りでは下降有りの発音も問題なく許容されるようである。
　ちなみに、この語末におけるピッチ下降は言い切りのイントネーションの一種であると
考えられる。他にも役割があるかもしれないが、例えば同じ高平調のtuu《十》という語
彙であっても、「いくつ？」と聞かれた返事としてはtuu●●が良いが、強く断定するとき
や、１から10まで数えるときに注２「１、２、３、４、５、６、７、８、９...」の次はtuu●
○の方がおさまりが良いとのことである。語彙単独のアクセントを尋ねられた場合には、
インフォーマントが思い浮かべた状況によって語末のピッチ下降が伴ったり伴わなかった
りしているようである。いずれの発音もアクセント型を考えた場合は同じである。
　第二に、上昇調において音韻的にピッチの高くなり始める位置が特殊モーラの場合、高
くなる位置が１つ右のモーラにずれる。これは、Appendix2の名詞の例で言えば音節構造
でLHLという構造を持つ４モーラ語が典型例として挙がる。
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⑸　４モーラ語で上昇調の語
　a．音節構造LHL
　　例） paroozi ○○○● 《親戚》　zuroosu ○○○● 《女性の下着（外来語）》　 
nabeera ○○○● 《糸瓜》
　b．音節構造LHL以外
　　例）tusijui ○○●● 《年寄り》　huuzuu ○○●● 《去年》
　特殊モーラの位置から（4a）と（4b）のピッチパターンの違いは予測できるので、アク
セント型としては同じ型であると思われる。なお、この方言では、語末においてのみ特殊
モーラだけ高くなるパターンが許される。例えば、大宜味村の近隣の方言で言えば、与論
方言（上野（1999））において、語末は語末でも絶対語末においてしか特殊モーラからピッ
チが高くなるようなパターンは許されず、名詞単独では語末の特殊モーラだけが高い語で
あっても、助詞が後続した場合にはピッチの高い部分が右にずれる（規則がある）と報告
されているが、この津波方言でもその議論（規則）は当てはまるようである。しかし、田
嘉里方言では“助詞は名詞に、名詞の音調を変えないで、高く付く。Φuu-nu neeN運が無い”
（ローレンス（2005：69））と報告されており、状況は異なるかもしれない。ここでは津波
の例を示す。助詞のkara《～から》が後続した場合の例だが、名詞が高平調（（6a））の場
合のピッチ変動は名詞の音節構造によらず振る舞いが同じだが、上昇調の名詞（（6b））で
はピッチ上昇が絶対語末以外の位置にある特殊モーラを避け、助詞なしで発音された場合
よりも１モーラ右にずれることがわかる。
⑹　a. huma ●●《ここ》⇒ huma kara ●● ○○《ここから》
　　　zoo ●●《門》⇒ zoo kara ●● ○○《門から》
　　b. naΦa ○●《那覇》⇒ naΦa kara ○● ○○《那覇から》
　　　ki↑i ○●《木》⇒ kii ↑ kara ○○ ●●《木から》
　上の例は特殊モーラすべてについて言えるが、一部の特殊モーラとピッチパターンに対
応がある例を示す。上の例と異なり、規則化されているというわけではないようだが、語
末から３モーラ目に促音がある場合の上昇調は、しばしば（7b）のように語末モーラだけ
が高いパターンを示すことがある。
⑺　a. assii ○○●○《昼食》　　ziccuu ○○●●《給料（外来語か？）》
　　b. kussui ○○○●《薬》　　hakkjuN ○○○●《書く》
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　（7b）の例については、語末から数えて３モーラ目から２モーラ目にかけてピッチが上
昇する（7a）がデフォルトであるが、この位置に促音があるとピッチ上昇が聞き取りづら
いという音声的な理由から、デフォルトパターンを外れた発音がなされる場合があると考
えている。この方言においては、ピッチ上昇の位置ではなく。ピッチ上昇の有無がアクセ
ント型の弁別性に大きく影響するために起きるバリエーションであると言える。
　第三に、超重音節がピッチの上昇の仕方に関係する。超重音節内部でピッチ上昇が予測
される語のピッチパターンには独特の揺れが見られる。典型例を挙げると、上昇調の３モー
ラ動詞である。
⑻　超重音節からなる上昇調の３モーラ動詞
　例）kiiN ○○● 《蹴る》  neeN ○○● 《萎える》
　このような語においては、⑻に示したように語末の撥音だけがぐっと高くなるパターン
だけでなく、語頭（ i.e. 超重音節の初め）から語末（ i.e. 超重音節の終わり）にかけて、段
階的にピッチが上昇する場合が観察される。ときに⑻のような語のピッチパターンが○○
●でなく○●●のように聞こえることもある。このような場合には、上村（1990）の今帰
仁方言に対する分析にあるように「高」「低」に加えて「中」という高さのピッチを設定
する考えも提案されるかもしれないが、津波方言では語の音節構造（超重音節）に起因す
る音声現象として予測性があるので、音韻的には「高」「低」の２段階による⑵で良いと
本稿は考えている。
３．３．複合規則
　複合アクセント規則についてであるが、ローレンス（2005）では特に田嘉里方言の複合
名詞について次のように述べられている。“複合名詞前部成素の音調が高起の場合、複合名
詞全体が高平音調になる。”そして“前部成素が低起音調の場合、その複合名詞の前部成素は
全低になり、原則として後部成素は本来の音調を保つ。”（いずれもローレンス（2005: 
75））。要するに、複合語の前部（＝初頭）要素にしたがって語の出だしのピッチパターン
が決定され、複合語の後部要素は原則として単独発音のままであるということである。こ
れは津波方言においてもほぼ同じような規則が観察される。津波方言における例を見てみ
よう。複合規則については、日常生活で有り得るような要素の複合からなる複合語だけで
なく、日常で使用する可能性の無いような複合語（無意味語）についても、機械的に要素
を組み合わせたものを複合語としてインフォーマントにその場の直感で発音してもらうと
いう実験的な調査手法を用いた。
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⑼　複合名詞
　　a. 前部要素が高平調
　　　aka ●● 《赤》+ mizi ○● 《水》→ aka#mizi ●●●●
　　　aka ●● 《赤》+ habi ●● 《紙》→ aka#habi ●●●●
　　b. 前部要素が上昇調
　　　maasu ○○● 《塩》+ azi ●● 《味》→ maasu#azi ○○○●●
　　　 maasu ○○● 《塩》+ deekuni ○○●○《大根》
→ maasu#deekuni ○○○○○●○ （無意味語）
⑽　複合動詞
　a. 前部要素が高平調
　　ciki-《突き-・押し-》+ tubasuN ●●●● 《飛ばす》→ ciki#tubasuN ●●●●●●
　　cf. cikkjuN ●●●● 《突く・押す》
　　ciki-《突き-・押し-》+ izasuN ○○●● 《出す》→ ciki#izasuN ●●●●●● （無意味語）
　b. 前部要素が上昇調
　　mucci-《持ち-》+ ikkjuN 《行く》●●●● → mucci#ikkjuN ○○○#●○○○
　　cf. muccuN ○○○● 《持つ》
　　mucci-《持ち-》+ kjuN ○●《来る》 → mucci#kjuN ○○○#○● 
　調査全体の結果はAppendix3-1および3-2に示した通りだが、複合語のほとんど全てが
ローレンス（2005）の田嘉里方言と類似の規則の存在を支持していると言える。しかし、
後部要素については「後部要素が本来の音調を保つ」というよりは「後部要素が単独で発
音される場合にピッチが高くなる位置を複合語が引き継ぐ」という表現の方がこの方言で
はより精密な表現のようである。これは、今のところ完全な説明ができず今後の課題でも
ある（10b）のmucci#ikkjuN○○○#●○○○《持って行く》のような例が散見されるの
も理由である。このような複合語では、ピッチの上昇位置までは予測できるが、上昇した
後に後部要素において今だ予測できないピッチ下降が見られるのである。従って、現在ま
でに明らかになったデータから本稿では津波方言の複合規則を次のようなものであると考
える。
　津波方言の複合規則
　　 　複合語の初頭要素が単独で高平調の場合は複合語も高いピッチで始めて高平調とな
る。複合語の初頭要素が単独で上昇調の場合は複合語も低いピッチで始め、後部（最
終）要素のどこかでピッチが上昇する上昇調となるが、その上昇する位置は後部要素
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が単独で発音された場合にピッチが上昇する（高くなり始める）位置を引き継ぐ注3。
　Appendix3を見ると、日常使う語彙の中でmaasumizi○○○●●《塩水》やukkiNcaa○
○○○●●《ウコン茶》が複合規則の例外となっているが、日常よく使う語は単純語扱い
されて、⑵の語末から２モーラ目が高いパターンになるのではないかと推測されるところ
である。
３．４．類別語彙
　この方言における類別語彙の分布も名詞を中心に調査した。類別語彙については必ずし
もローレンス（2005）の語彙に限っていない。名詞についての調査結果はAppendix4に示
す。なお、本稿においては、松森（1998、2000）の主張を取り入れ、日本本土の諸方言と
は少し異なる類別語彙区分（本稿では【類集団】と呼んでいる）を用いている。
　名詞の類別語彙はAppendix4から基本的に次のようになっているとわかる。本土１モー
ラ語と２モーラ語の長さの対立は失われている。
⑾　類別語彙とアクセント
本土１モーラ語 本土２モーラ語 本土３モーラ語
高平調 【１・２】
【１・２】
【３・４・５（息）】
【１・２「形」】
上昇調 【３】 【３・４・５（板）】
【４・５「鏡」】
【４・５・６・７「刀」】
　この表に関して付け加えておかねばならないことがある。高平調になるとしている類に
所属する語彙の中で、語頭に[m],[n],[j]のいずれかを持つ語彙に限っては上昇調をとる。例
えば、類集団【１・２「形」】に属するmaci○●《松》、numi○●《蚤》、jadu○●《宿》
は上昇調である。このような一般化は、管見の限り、周辺の今帰仁方言や伊是名方言にも
見ることができなかった。そのことから考えて、津波方言が周辺の方言と別れた後に何か
しらの語頭音が関係する音韻変化があったものではないかと推測される。
　形容詞と動詞については１類が高平調、２類が上昇調という明確な分布を示しているよ
うである。沖縄本島北部（やんばる）においては、１類と２類の間で型が異なることが一
般的であるというのが、先行研究を横断的に観察するとわかる。以下の表は、形容詞と動
詞について津波方言と周辺の方言を比較したものである。音素表記（あるいは音韻表記）
はそれぞれの先行研究に合わせ、変更していない。ピッチが高くなる位置と低くなる位置
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を示す記号は“↑”と“┐”に統一した。出典はそれぞれ、今帰仁（与那嶺）方言が仲宗根
（1983）、田嘉里方言がローレンス（2005）、伊是名方言が伊是名島方言辞典編集委員会
（2004）である。特に津波、田嘉里、伊是名については、１類が高始まり、２類が低始ま
りのパターンを示しており、ピッチ上昇に注目すると極めて類似したパターンをとる。今
帰仁方言についても、記述的に３モーラ目以降からピッチが高いパターンと、２モーラ目
までにピッチが高くなるパターンに分かれている。
⑿　a.形容詞
津波 今帰仁（与那嶺） 田嘉里 伊是名 語の意味と類
↑ubuhaN 高平調 ʔu↑bu(u)se┐N ↑ubuhaN ↑ʔNbuha:N 重い １類
↑kwaaha(┐)N 高平調 κu↑raase┐N ↑kurahaN ↑k’uraha:N 暗い １類
↑arahaN 高平調 ʔa↑raase┐N ↑arahaN ↑ʔaraha:┐N 荒い １類
puka↑ha┐N 上昇調 puκaa↑se┐N Φuka↑haN hukaha:↑N 深い ２類
pii↑ha┐N 上昇調 pisi↑se┐N pii↑haN hwi:ha:↑N 寒い ２類
kjura↑ha┐N 上昇調 suraa↑se┐N kura↑haN curaha:↑N 美しい　清い ２類（清い）
　　b. 動詞
津波 今帰仁（与那嶺） 田嘉里 伊是名 語の意味と類
↑ʔjuuN 高平調 ↑ʔjuN ↑iiN ↑ʔiN 言う １類
↑muiN 高平調 ↑mu’iru┐N ↑mooN ↑me:N 燃える １類
↑pikkjuN 高平調 pi↑cuN ↑pikuN ↑hwicuN 引く  １類
↑tuNbasuN 高平調 tu↑baasu┐N ↑tubasuN ↑tuwa┐suN 飛ばす  １類
ai↑N 上昇調 ʔa↑N a↑N ʔa↑N 有る ２類
hakkju↑N 上昇調 hacu↑N haku↑N kacu↑N 書く ２類
hee↑suN 上昇調 kee↑su┐N keesu↑N ke:su↑N 返す ２類
para↑mju┐N 上昇調 paraa↑mi┐N Φaramu↑N hwaranu↑N（動物が） 孕む  ２類
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４．結論と残された問題
　まず、本稿においてはローレンス（2005）の大宜味村田嘉里方言の調査結果を基にして、
大宜味村津波方言のアクセントについて調査を行った結果を報告した。津波方言は田嘉里
方言とは異なり、２型の体系であることがわかった。さらに、アクセントの複合規則と類
別語彙の分布についても報告した。
　本稿で述べた津波方言の２型アクセント体系について、どのような表示がなされている
のかということは、弁別特徴と非弁別特徴が確定していないために複数の可能性について
今後検討の余地がある。
　本稿の記述を一見すると、「語頭のピッチの高さ」と「ピッチ変化の方向」が弁別に関
与しているようにも見える。しかし、２型の体系である津波方言においてアクセント型の
区別をする場合には、弁別特徴は１つでも十分である。実際、インフォーマントの直感と
しては“上昇するかどうかの区別でしかない”とのことであり、「語頭のピッチの高さ」は非
弁別特徴である可能性が示唆されている。この点は音声面の調査を追加するなどして確認
していく必要がある。
　もっとも、津波方言の体系が「語頭のピッチの高さ」を型の弁別に用いない体系である
ことが明らかになったとしても別の問題が残る。「ピッチ変化の方向」によってアクセン
ト型を弁別する体系は、いわゆる「語声調」（早田（1999））の方言ということになるが、
津波方言では、複合語に見られたように上昇調というアクセント型の内部において「ピッ
チ上昇の位置」の違いが問題になる可能性が高い。例えば、語全体のアクセントが上昇調
である(10d)のmucci#kjuN ○○○#○●のように、４モーラ以上で語末だけが高いという
パターンは、単純語ではあり得ないようである。これが事実であるならば、従来の「語声調」
と「狭義のアクセント」は両立しないという議論に一石を投じることになるだろう。「語
声調」と「狭義のアクセント」が両立するような体系については、川上（2000）が日本語
（東京語等）について主張しているが（上野（2007）も参照）、この津波方言もそのような
体系と言えるかも知れない。
　 　日本語（東京語等）のアクセントには、まず「平らトーン」と「下降トーン」の対立、つまり形の対
立があり、次に下降トーンの中に下降段差の位置（発音行動としては時機）の対立がある――という説
明が最も安全なものだと私は思う。（なお「平らトーン」という名は具体的なので分かりやすいが、か
なり理解の進んだ研究者のためには抽象的な「不降トーン」のがいい。）　　川上（2000: 29）
　しかしながら、ここで述べたいずれの可能性についても、強く主張するのに十分な論拠
が現在のところ固まっていないので、本稿ではあくまでも可能性として述べるに留める。
　その他の問題について述べておく。本稿では詳しく論じていないが、長い形容詞と動詞
において、短い語には見られないピッチパターンが出現する。６モーラ以上（すなわち前
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部要素（活用語尾の前）が４モーラ以上）で上昇調の形容詞・動詞では、活用語尾が韻律
外化されたようなパターンが観察される。
⒀　 jaΦaraahaN ○○●○○○《柔らかい》   miipikkeeraahaN ○○○○○○●○○○《まぶしい》
　ここに挙げたパターンは、活用語尾を韻律外化すると上昇調の音韻パターンからピッチ
パターンが予測できるというものである。そして、名詞（ +助詞）という形態構造の場合
には見られないパターンである。もう一つのアクセント型である高平調には見られないと
いう特徴もあるが、この現象の詳しい分析については今後の課題としたい。
　複合規則についても、上（（10b））で示したような問題が残っている。完全な予測がで
きない形態素境界直後のピッチ下降については、Appendix3-1のdaki#koori●●#●○○
《竹＋行李》やmaasu#kaNraN○○○#●○○○《塩＋キャベツ》のように（無意味の）複
合名詞の場合も出現することから、複合語全般に関わる何かしら規則的な現象であると考
えられる。このピッチ下降についても分析を進めていきたい。それから、名詞に助詞がつ
いたときのピッチパターンの振る舞いなどについても稿を改めて詳しい報告をしたいと考
えている。
注
1　 ウェイン・ローレンス氏と木部暢子氏から、津波方言の上昇調について「語頭２モーラを低くする」
ということがあるのではないか、という内容のコメントを頂いている。確かに、語アクセントだけで
はなく、アクセント句のレベルまで考慮すれば一貫した説明が可能となりそうである。
2　 ここで数字の例をあげるのは、数え方限定のパターンが存在する可能性があるために、必ずしも適切
ではないというコメントを上野善道氏から頂いた。
3　 ただし、将来的に高平調を「無核」としてとらえるようなことになると、後部要素が単独で高平調の
場合の後部要素語頭における上昇も、複合アクセント規則による形態素境界でのピッチ上昇としてと
らえなおす必要が生じるかもしれない。
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費19・2126および21・800）による成果の一部を報告したものである。神戸大学文化学研
究科に筆者が提出した博士学位論文『今帰仁方言のアクセント体系』の内容を一部含んで
もいる。本稿における間違いはすべて筆者の責任である。
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Appendix１ 津波方言の音素表
/Vowel/
/a/
[a] ～[aʔ]
/i/
[i]～[iʔ]
/u/
[ɯ]～[ɯʔ]
/e/
[e]～[eʔ]（～[je]）
/o/
[o]～[oʔ]
/p/ 語頭[pa] [pi] 語頭[pɯ] 語頭[pe] [po]
語中[Φa] 語中[Φi] 語中[Φɯ] 語中[Φe] 語中[Φo]
/b/ [ba] [bi] [bɯ] [be] [bo]
/k/ [ka] [ki] [kɯ] [ke] [ko]
/g/ [ga] [gi] [gɯ] [ge] [go]
/s/ [sa]～[ʃa] [ʃi] [sɯ] [se] [so]
/z/ [za] [ʒi]～[dʒi] [zɯ] [ze] ～ [ʒe] [zo]
/t/ [ta] [ti] [tɯ] [te] [to]
/d/ [da] [di] [dɯ] [de] [do]
/n/ [na] [ni] [nɯ] [ne] [no]
/h/ [ha] [xi] [hɯ] [he] [ho]
/m/ [ma] [mi] [mɯ] [me] [mo]
/j/ [ja] [jɯ] [jo]
/ʔj/ [jʔa] [jʔɯ]
/r/ [ɾa] [ɾi] [ɾɯ] [ɾe] [ɾo]
/w/ [wa] [we]
/ʔw/ [wʔa] [wʔe]
/c/ [tʃa] [tʃi] [tsɯ]～[tʃɯ] [tʃe] [tʃo]
/dʒ/ [dʒa] [dʒi] [dʒɯ] [dʒe] [dʒo]
/kw/ [kwa] [kwe]
/gw/ [gwa] [gwe]
/pj/ [pja] [pjɯ]
/bj/ [bja] [bjɯ]
/kj/ [kja] [kjɯ] [kjo]
/gj/ [gja] [gjɯ]
/mj/ [mja] [mjɯ] [mjo]
/hj/ [çja]
/N/, /Q/(tt,pp,kk,ss), /R/
<重音節にしか/e/ /o/ は出現しない>
</r/と/d/が比較的自由に交替する>
＜語頭[ｐ]<->語中[Ф]交替の例：paa●●《葉》、ooФa○○●《青葉》＞
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Appenix２－１　名詞のアクセント
田嘉里方言（ローレンス（2005）） 津波方言
アクセント
田嘉里
音調
語 意味 語 アクセント 津波ア型
備考
（話者コメント）
一音節長母音語
HighHigh a/c bii 堰 bii ●●～●○ 高平調
a/c boo 棒 boo ●● 高平調
a/c cii 血 cii ●● 高平調
a/c cii 釣瓶 cii ●● 高平調
a/c cii 釣り針 cii ●● 高平調
a/c cuu 人 cuu ●● 高平調
a/c dee 価格 dee ●● 高平調
a/c duu 自分、胴体 duu ●● 高平調
a/c Фaa 葉 paa ●● 高平調
a/c Фee 灰 pee ●● 高平調
a/c Фee 縄 pee ●● 高平調
a/c Фoo 女陰 poo ●● 高平調
a/c Фuu 天秤の錘 *** *** ***
a/c Фuu 麩 Фuu ●● 高平調
a/c gee 反抗 gee ●● 高平調
a/c gii 自我、意志 *** *** ***
a/c goo 壕穴 *** *** ***
a/c haa 川 haa ●● 高平調
a/c hii 毛 kii ●● 高平調
a/c ʔjaa 君 ʔjaa ●● 高平調
a/c juu 世代 juu ●● 高平調 「世の中」の意も有
る
a/c ʔjuu 魚 ʔjuu ●● 高平調
a/c kii 気力 kii ●● 高平調
a/c kwaa 子 kwaa ●● 高平調
a/c kwee 肥料 kwee ●● 高平調
a/c kwee 鍬 *** *** *** tuNgwee●●●●
a/c mee ご飯 mee ●● 高平調
a/c mee 前 mee ●● 高平調
a/c mii 中身 mii ●● 高平調
a/c moo 荒れ地 moo ●● 高平調
a/c naa 名 naa ●● 高平調
a/c naa 貴方 naa ●● 高平調 （敬語）
a/c nuu 何 nuu ●● 高平調
a/c paa 坂 pjaa ●● 高平調
a/c pii 日が（長い） pii ●● 高平調
a/c saa 下 *** *** *** sica●●
a/c see 小さい川エビ see ●● 高平調
a/c sii 耐寒力 *** *** ***
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a/c soo 意識 soo ●● 高平調 「判断力・能力」の
意miinusoo/ 眼力
a/c suu 今日 kuu ●● 高平調
a/c tee 頼り（になる） *** *** ***
a/c too 平地 too ●● 高平調 場所ではなく「平
ら」（ 状 態 名 詞 ）
の意
a/c ʔwaa 豚 ʔwaa ●● 高平調
a/c ʔwii 上 ui～ʔwii ●● 高平調
a/c zaa どこ daa ●● 高平調
a/c zii 肛門 *** *** ***
a/c zoo 門 zoo ●● 高平調
a/c zoo 錠 *** *** ***
a/c zuu 尾 zuu ●● 高平調
LowHigh b bee 倍 *** *** ***
b bii 藺（いぐさ） bii ○● 上昇調
b buu 共同作業の賦
役
buu ○● 上昇調
b caa 茶 caa ○● 上昇調
b cii 乳、乳房 cii ○● 上昇調
b ee 藍 *** *** ***
b Фaa 歯 paa ○● 上昇調
b Фee 南 pee ○● 上昇調 単独使用だと文語
に思える。
b Фuu 穂 puu ○● 上昇調
b Фuu 幸運 puu ○● 上昇調
b gaa 根性 gaa ? ? 単独で使用しない
b guu 友 guu ○● 上昇調 「友達」というより
「仲間」の意
b haa 皮 haa ○● 上昇調
b hii 木 kii ○● 上昇調
b huu 粉 huu ○● 上昇調
b ii 絵 ii ○● 上昇調
b jaa 家 jaa ○● 上昇調
b juu 湯 juu ○● 上昇調
b maa 広場 *** *** ***
b mii 目 mii ○● 上昇調
b naa 縄 naa ○● 上昇調
b nee 稲の苗、稲 nee ○● 上昇調
b nii 荷 nii ○● 上昇調
b nii 根 nii ○● 上昇調
b paa 竹製の玩具の
鉄砲
*** *** ***
b pii 火 pii ○● 上昇調
b pii 屁 pii ○● 上昇調
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b pii 急須の注ぎ口 pii ●● 高平調
b rii 利子 rii ●● 高平調
b sii 巣 suu ○● 上昇調
b soo 竿 soo ○● 上昇調
b suu 潮 suu ○● 上昇調
b taa 田 taa ○● 上昇調
b tii 手 tii ○● 上昇調
b uu 糸芭蕉 uu ○● 上昇調
b waa 広さ waa ○● 上昇調
b zaa 座敷 zaa ○● 上昇調
b zii 字 zii ○● 上昇調
b zii 地 zii ○● 上昇調
b zuu 供えるごちそう zuu ○● 上昇調
その他の一音節語
HighHigh a/c cui 一人 cui ●● 高平調
a/c Фai 針 pai ●● 高平調
a/c hui 声 hui ●● 高平調
a/c iiN 縁側 *** *** ***
a/c paai 旱（ひでり） *** *** ***
a/c t’ai 二人 tai ●● 高平調
a/c taN 木炭 taN ●● 高平調
a/c tui 鳥 tui ●● 高平調
a/c uN 運 uN ●● 高平調 単独使用は稀
LowHigh b bui 鞭 bui ○● 上昇調
b gai 蟹 gai ○● 上昇調
b gaN 龕（ずし） gaN ○● 上昇調 霊柩の棺を運ぶも
の
b jai 槍、銛 jai ○● 上昇調
b jui 篩（ふるい） jui ○● 上昇調
b kiN 着物 kiN ○● 上昇調
b mai 尻 mai ○● 上昇調
b mui 丘 mui ○● 上昇調
b muN 食物 muN ○● 上昇調
b niN 念（を入れる） *** *** ***
b saN 桟 saN ○● 上昇調
b saN 魔除けの結び *** *** ***
b seN 千 seN ●● 高平調 方言であるという
感覚が弱い
b seN 線 seN ○● 上昇調 方言であるという
感覚が弱い
b suN 損 suN ○● 上昇調
b waN 私 waN ○● 上昇調
b ziN お金 ziN ○● 上昇調
二音節二拍語
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HighHigh a/c agi 陸 *** *** ***
a/c asa 朝 *** *** ***
a/c azi 味 azi ●● 高平調
a/c ciju 露 *** *** *** 文語的
a/c cimi 爪 cimi ●● 高平調
a/c ciru 弦 curu ●● 高平調
a/c daki 竹 daki ●● 高平調
a/c Фabu 毒蛇 pabu ●● 高平調
a/c Фaci 蜂 paci ●● 高平調
a/c Фaja 柱 paja ●● 高平調
a/c Фana 鼻 pana ●● 高平調
a/c Фigu ヘゴ（植） pigu ●● 高平調
a/c Фira 坂 *** *** *** pjaa●●
a/c Фira ニンニク piru ●● 高平調
a/c Фitu イルカ pittu ●●● 高平調
a/c Фuci 艾（もぐさ） pucu ●● 高平調
a/c Фugi 陰毛 *** *** *** pukugi●●●
a/c Фuku 袋 puku ●● 高平調
a/c Фuni 骨 puni ●● 高平調
a/c Фuru 便所 puru ●● 高平調
a/c gama 洞窟 gama ○● 上昇調
a/c habi 紙 habi ●● 高平調
a/c hami 瓶 hami ●● 高平調
a/c hami 特製の餌 *** *** ***
a/c hani 金属 hani ●● 高平調
a/c hasa 瘡 hasa ●● 高平調
a/c hazi 風 hazi ●● 高平調
a/c hini 舟 *** *** *** puni●●
a/c huba びろう huba ●● 高平調
a/c hubi 壁 hubi ●● 高平調
a/c huga 卵 huga ●● 高平調
a/c huri これ huri ●● 高平調
a/c huru 殻、亀の甲羅 *** *** ***
a/c husi 腰、背、後ろ husi ●● 高平調
a/c iki 息 iki ●● 高平調
a/c iri 西 iri ●● 高平調 単独使用は稀
a/c isi 石 isi ●● 高平調
a/c jama 罠 jama ○● 上昇調
a/c kizi 傷 kizi ●● 高平調
a/c kuci 口 kuci ●● 高平調
a/c kugi 釘 kugi ●● 高平調
a/c kura 倉 kura ○● 上昇調
a/c maci 松 maci ●● 高平調 単独使用は稀
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a/c musi 虫 musi ●● 高平調
a/c musu 筵（むしろ） musu ●● 高平調
a/c naba 茸 naaba ○○● 上昇調
a/c nabi 鍋 nabi ●● 高平調
a/c naka 中 naha ●● 高平調
a/c nibu 柄杓 niibu ○○● 上昇調
a/c nisi 北 nisi ●● 高平調
a/c numi 蚤 numi ●● 高平調
a/c pahu 箱 pahu ●● 高平調
a/c pigi 髭 pigi ●● 高平調
a/c pisa 足 pisa ●● 高平調
a/c pusi 星 pusi ●● 高平調
a/c saki 酒 saki ●● 高平調
a/c sani 種 sani ●● 高平調
a/c siza 年上の人 siiza ○○● 上昇調
a/c sudi 袖 suri ●● 高平調
a/c suru シュロ *** *** ***
a/c t’aha 鷹 taka ●● 高平調
a/c taru 誰 taru ●● 高平調
a/c tira 太陽 tida ●● 高平調
a/c tiru 籠の一種 tiru ●● 高平調 女性が背負うよう
な大きい籠
a/c tuzi 妻 tuzi ●● 高平調
a/c ubu 腫れ物 *** *** ***
a/c umi 海 umi ●● 高平調
a/c uri あれ uri ●● 高平調 「それ」の意。 「ari
●●あれ」 「 huri●
●これ」
a/c usi 牛 usi ●● 高平調
a/c usu 臼 usu ●● 高平調
a/c utu 音 utu ●● 高平調
LowHigh b ami 雨 ami ○● 上昇調
b ami 網 ami ○● 上昇調
b aru 踵 adu ○● 上昇調
b awa 粟 awa ○● 上昇調
b ciga 三味線の胴 *** *** ***
b cina 縄 cina ○● 上昇調
b cinu 角 cinu ○● 上昇調
b cira 顔 cira ○● 上昇調
b Фaka 墓 paka ○● 上昇調
b Фana 花 pana ○● 上昇調
b haja 茅（かや） haja ○● 上昇調
b hami 神 hami ○● 上昇調
b haru 角 *** *** ***
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b hasa 傘 hasa ○● 上昇調
b hata 肩 hata ○● 上昇調
b humi 米 humi ○● 上昇調
b huzu 去年 huuzuu ○○●● 上昇調
b isa 医者 isa ○● 上昇調 外来語だという気
がする。医者は居
ない
b ita 板 ica ○● 上昇調
b iru 色 iru ○● 上昇調
b jaci 嫉（ねた）み jaccii ○○●●～
○○●○
上昇調
b jama 山 jama ○● 上昇調
b juru 夜 juuruu ○○●●～
○○●○
上昇調
b kuci 遺骨 kuci ○● 上昇調
b kumu 雲 kumu ○● 上昇調
b kura 鞍 *** *** ***
b kusa 草 kusa ○● 上昇調
b kusa フィラリア症 kusa ○● 上昇調
b mimi 耳 mimi ○● 上昇調
b mizi 水 mizi ○● 上昇調
b mugi 麦 mugi ○● 上昇調
b mumi 籾（もみ） mumi ○● 上昇調
b mumu 桃 mumu ○● 上昇調
b mumu 腿 mumu ○● 上昇調
b muzi 里芋 *** *** ***
b nada 涙 nada ○● 上昇調
b naФa 那覇 naФa ○● 上昇調
b nuka 糠 nuka ○● 上昇調
b nunu 布 nunu ○● 上昇調
b pigi 竹などを削って
できたもの
pigi ○● 上昇調 「竹ひご」の意
b sasa 麻酔漁法 sasa ○● 上昇調
b siba 魔除けの結び *** *** ***
b sima 島 sima ○● 上昇調 「村・集落」の意も
有る
b sima 縞（しま） *** *** ***
b sima 角力（すもう） sima ○● 上昇調
b sini 脛 *** *** ***
b siru 汁 suru ○● 上昇調
b tahu 蛸（たこ） tahu ○● 上昇調
b tako 凧（たこ） *** *** ***
b tani 男根 tani ○● 上昇調
b tusi 年 tusi ○● 上昇調
b tusi 砥石 tusi ○● 上昇調
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b uja 親 uja ○● 上昇調
b uma 馬、三味線のこ
ま
uma ○● 上昇調 「三味線のこま」の
意味は知らない
b umi 膿 umi ○● 上昇調
b umu （芋以外の）球
根
umu ○● 上昇調 「さつまいも」の意
b uni 鬼 uni ○● 上昇調
b wara 藁 wara ○● 上昇調
b wata 腹 wata ○● 上昇調
二音節四拍語
HighHighHighHigh a aNcoo 重曹 aNcoo ●●●● 高平調
a ciNciN 雲雀、セッカ ciNciN ●●●○ 高平調
a ciNgaa 井戸 ciNgaa ●●●● 高平調 anagaa○ ○ ● ●
～ ○ ○ ● ○ が 普
通。
a Фeetui 灰取り peetui ●●●● 高平調
a Фeetui 蝿取り peetui ●●●●～
●●●○
高平調
a gaNjaa 龕を保管する建
物
gaNjaa ●●●●～
●●●○
高平調
a hussuu 唐辛子 *** *** ***
a iNnaa 君達 iNnaa ●●●○ 高平調
a jakkoo 線香 *** *** ***
a jassee 野菜 jasee ●●● 高平調
a kaNraN キャベツ kaNraN ●●●● 高平調 tamana○○●が
普通の言い方
a kaNmuu 鴨 *** *** ***
a kiibaa 犬歯、牙 kiibaa ●●●●～
●●●○
高平調
a khiNbaa 金歯 kiNbaa ●●●●～
●●●○
高平調
a kweeФuu 食べ運 keebuu ●●●○ 高平調
a kweemuN 食べ物 keemuN ●●●○ 高平調
a naNnaa 貴方達 *** *** *** ittaa●●●●～●
●●○（普通の語） 
nattaa●●●●～
●●●○（敬語）
a oobee 金蝿 oobee ●●●● 高平調
a oomuN まだ熟してない
果物
oomuN ●●●● 高平調
a piccai 額（ひたい） *** *** *** meebica●●●● 
直訳すると「前の
額」
a piitui 日取り piitui ●●●●～
●●●○
高平調
a saabaa 下歯 sicabaa ●●●●～
●●●○
高平調
a saNsiN 三味線 saNsiN ●●●● 高平調
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a siibuN おまけ siibuN ●●●● 高平調
a siijoo 仕方 *** *** ***
a soomuN 高級な物 soomuN ●●●● 高平調 「本当のもの」の意
a taNkaa 向かい、正面 taNkaa ●●●● 高平調
a tippuu 鉄砲 tippuu ●●●● 高平調
a ukkoo 線香 ukkoo ●●●●～
●●●○
高平調
a uumuN 雄 uumuN ●●●● 高平調
a ʔwaabee 表面 ʔwaabee ●●●● 高平調
a ʔwaajuu 重湯 ʔwaajuu ●●●●～
●●●○
高平調
a ʔwiibaa 上歯 uibaa ●●●●～
●●●○
高平調
a ʔwiizaa 一番大きい部
屋
uizaa ○○●● 上昇調 例えば、仏壇をお
くような良い部屋
のこと
a zuNmuN 本物 zuNmuN ●●●●～
●●●○
高平調
LowLowHighHigh c accaa 明日 accaa ○○●● 上昇調
c aikoo 蟻 aikoo ○○●● 上昇調
c aNmaa お母さん aNmaa ○○●○ 上昇調
c aNmuu 紐 *** *** ***
c attai 家庭菜園 attai ○○○● 上昇調
c bappee 間違い bappee ○○●●～
○○●○
上昇調
c buusaa じゃんけん buusaa ○○●○ 上昇調
c caacaa お父さん caccaa ○○●○ 上昇調
c ciNbuu 釣り竿 ciNbuu ○○●● 上昇調
c coNcoN 落ち着きのない
人
*** *** ***
c coocoo 蝶 coocoo ○○●●～
○○●○
上昇調
c coomeN ノ トー coomeN ○○●○ 上昇調 標準語に思える
c cuNФee 唾 cuppee ○○●○ 上昇調
c cuukaa 急須 cuukaa ○○●○ 上昇調
c eezuu 友達 eezuu ○○●○ 上昇調
c ФaaФaa 祖母 pappaa ○○●○ 上昇調
c ФaNduu 水瓶 paNdoo ○○●○ 上昇調
c ФeNsaa 隼 *** *** ***
c Фiiraa ゴキブリ piiraa ○○●○ 上昇調
c Фiitai 兵隊 piitai ○○●○ 上昇調
c gaanaa 瘤 *** *** ***
c gaatui 鴨 *** *** ***
c gaigai けちん坊 *** *** *** pissuku○○○●
c goojaa 苦瓜 goojaa ○○●○ 上昇調
c guNboo 牛蒡（ごぼう） guNboo ○○●○ 上昇調
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c guNdaN 文句、不平 guNdaN ○○●○ 上昇調
c haabui 蝙蝠 haabui ○○●○ 上昇調
c haanui 川藻 *** *** *** nui○●単独であれ
ば「 のり（ 海 苔 ）」
の意
c huiee 伝言 huiee ○○●○ 上昇調
c huugwee 化学肥料 huugwee ○○●○ 上昇調 「粉肥料」の意
c iibaa ハゼ（魚） iibaa ○○●○ 上昇調
c iiФee 位牌 iФee ●●○ 高平調
c ippaa 遊びの一つ ippa ●●● 高平調
c jaaruu 守宮（ヤモリ） jaaduu ○○●○ 上昇調
c jaccoo 灸治 jaccoo ○○●○ 上昇調
c jaNmii 兄 jaNmii ○○●○ 上昇調
c jassii 鑢（やすり） *** *** ***
c joonee 夕方 joonee ○○●○ 上昇調
c juubee 妾 juubee ○○●○ 上昇調
c juugwee 水肥 *** *** ***
c juurii 幽霊 juurii ○○●○ 上昇調
c juuwaa 硫黄 juuwaa ○○●○ 上昇調
c kaagaa 写真、役に立
たない人
kaagaa ○○●○ 高平調 本来は「影」の意。
kaagaauudui「映
画」 直訳すると「影
踊り」
c kaNkaN 空缶 kaNkaN ○○●○ 上昇調 新しい語という気
がする
c kiNnuu きのう kiNnuu ○○●○ 上昇調
c koogiN 滑稽、狂言 kjoogiN ○○●○ 上昇調
c koosaa 拳骨 koosaa ○○●○ 上昇調
c kussui 薬 kussui ○○○● 上昇調
c kwakkii ご馳走 kwakkii ○○●○ 上昇調
c kwaNsoo 甘草 *** *** ***
c maNsaN 出産 maNsaN ○○●○ 上昇調 「子どもが産まれて
最初の正月に誕生
祝いをすること」
の意
c maNzuu パパイヤ *** *** *** pappajaa○○○●
○
c miimee 見舞い miimee ○○●○ 上昇調
c miiwaa 庭 miigwaa ○○●○ 上昇調 「前庭と後庭をつな
ぐ通路に使うよう
な庭」のこと
c miNbee ものもらい miNbee ○○●○ 上昇調
c miNcaN イヌビワ *** *** ***
c miNkaN ヒラミレモン *** *** *** siikwaasaa●●●
●●●
c mooФuu しらくも *** *** *** sirabee○○●○
c mooree 薄（すすき） *** *** *** ziziki○○●
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c muccii 餅 muccii ○○●○ 上昇調
c muNdoo 争い muNdoo ○○●○ 上昇調
c naNkwaN かぼちゃ naNkwaN ○○●●～
○○●○
上昇調
c neenee 姉 neenee ○○●○ 上昇調
c niisee 青年 niisee ○○●○ 上昇調
c ooee 喧嘩 ooee ○○●○ 上昇調
c ooruu 青 ooruu ○○●○ 上昇調
c piizaa 山羊 piizaa ○○●○ 上昇調
c piNmee おやつ *** *** ***
c rakkoo らっきょう rakkjoo ○○●○ 上昇調
c ruusii 炊き込みご飯 duusii ○○●○ 上昇調
c saaruu 猿 saaruu ○○●○ 上昇調
c saNmiN 計算 saNmiN ○○●○ 上昇調
c saNniN 月桃 saNniN ○○●○ 上昇調
c seesiN お代わり *** *** ***
c siigai 沢蟹 *** *** ***
c siinoo 篩（ふるい） siinoo ○○●○ 上昇調
c sikkii ナマコ sikkii ○○●○ 上昇調
c soobee 粗悪品 soobee ○○●○ 上昇調
c soojuu 醤油 soojuu ○○●○ 上昇調
c suuruu 白 suruu ○●○ 上昇調 単独使用は稀
c suusuu お父さん *** *** *** uNmee○○●○
c t’aacuu 双子 taacuu ○○●○ 上昇調
c taaree 盥（たらい） taaree ○○●○ 上昇調
c taatui シロハラ（鳥） *** *** ***
c taNboo キノボリトカゲ *** *** ***
c taNbuu 炭俵 *** *** ***
c tikkoo 腕 *** *** ***
c ukkii 火種 ukkii ○○●○ 上昇調 「薪が燃えて炭に
なっているもの」
の意
c ukkiN ウコン ukkiN ○○○● 上昇調
c uppaa おんぶ uppaa ○○●○ 上昇調
c uttii 一昨日 uttii ○○●○ 上昇調
c uubuu 腫れ物のある人 *** *** ***
c waakaa 私達（相手を含
む）
*** *** ***
c ʔwaanii 荷の上に載せた
荷
*** *** ***
c waNnaa 私達（相手を含
まず）
wattaa ○○●○ 上昇調
c zeNzeN 蛍 ziNziN ○○●○ 上昇調
c ziccuu 給料 ziccuu ○○●● 上昇調 方言だと思えない
LowLowLowHigh b Фeenaa 延縄 peenaa ○○●○ 上昇調
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b haNnai 雷 *** *** *** hamami○○●
b haNsui 剃刀 haNsui ○○●● 上昇調
b hiiui キュウリ *** *** ***
b jaNmee 病気 jaNmee ○○●● 上昇調
b juuwee 祝い juwee ○○● 上昇調
b kaNgee 考え kaNgee ○○●● 上昇調
b kuuree 兄弟 kjooree ○○●○ 上昇調
b meebaa 前歯 meebaa ○○●○ 上昇調
b miijoo 見方 miijoo ○○●○ 上昇調
b niigui 根 niigui ○○○● 上昇調
b passii 雨戸 pasiru ○○● 上昇調
b piitui 火取り *** *** ***
b piNsuu 貧乏 piNsuu ○○●● 上昇調
b sakkee 境界線 sakkee ○○○● 上昇調
b taajuu 鮒 taajuu ●●●●～
●●●○
高平調 「田んぼの魚」 の
意
b teebii 松明 *** *** ***
b ziNbuN 智恵 ziNbuN ○○●● 上昇調
LowLowHighLow c' assii 昼食 assii ○○●○ 上昇調
c' iccuu 糸 iccuu ○○●○ 上昇調
HighHighLowLow ? (h)iccuu いい人 iicuu ●●●● 高平調
? iimuN いい物 iimuN ●●●●～
●●●○
高平調
二音節語（軽音節＋
重音節）
HighHighHigh
a ajuu 鮎 *** *** ***
a akaa 赤 aka ●● 高平調
a azee 味見 *** *** ***
a cigoo 都合、辻褄 *** *** ***
a Фugui 睾丸 pugui ●●● 高平調
a ikaa 烏賊 ikja ●● 高平調
a kinee 家庭 *** *** ***
a kirii 清潔 *** *** ***
a migii 右 iNgi ○○● 上昇調
a pirui 旱（古） *** *** ***
a suzoo 素性、正体 *** *** ***
a utaa 歌 uta ●● 高平調
LowHighHigh c araa 外 *** *** ***
c cabuN 茶盆 *** *** ***
c Фijoo 日雇い piijoo ○○●○ 上昇調
c Фujuu 冬 pujuu ●●● 上昇調
c gazaN 蚊 gazami ○○● 上昇調
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c gurii お辞儀 gurii ●●●～●
●○
上昇調
c jabuu 鍼灸師 jabuu ●●● 上昇調 「やぶ医者」の意
c juhui 夕食 *** *** ***
c kahoo ぼろきれ kahoo ●●● 上昇調
c kuruu 黒 kuruu ●●● 上昇調
c majaa 猫 majaa ●●● 上昇調
c mamee 真前 maamee ○○●●～
○○●○
上昇調
c mikuu ユゴイ（淡水
魚）
*** *** ***
c muee 模合 muee ●●○ 上昇調
c nacii 夏 naccii ○○●○ 上昇調
c niФee 感謝 niФee ●●○ 上昇調
c nudii 喉 nuudii ○○●○ 上昇調
c pizai 左 piizai ○○●● 上昇調
c sahui 咳 sahui ○○● 上昇調
c sibaa 三つ口 *** *** ***
c subee 小便 suubee ○○●○ 上昇調
c tamuN 薪 tamuN ○○● 上昇調
c ucuu 素性 *** *** ***
c ukii 男兄弟 uukii ○○●○ 上昇調
c uziN 膳 uziN ○○● 上昇調
c zitoo 種痘 zittoo ○○●● 上昇調
LowLowHigh b Фugaa キウイフルーツ
（在来種）
*** *** ***
b Фurii 稲光 *** *** *** pikkeeburii●●●
●●●●
b Фuzoo 煙草入れ puzoo ○○● 上昇調
b gusoo あの世 gusoo ○○● 上昇調 「後世」
b hugui 汁の粕 hugui ●●● 高平調
b jamuN 甘藷 *** *** ***
b karii 縁起 karii ○○● 上昇調
b kiФee 気力 *** *** ***
b sibui 冬瓜 subui ○○● 上昇調
b surii 集会 surii ○○● 上昇調
b tusui 年寄り tusijui ○○●● 上昇調
b urii 潤い urii ○○● 上昇調
b zinee 地震 nee ○● 上昇調
二音節語（重音節＋
軽音節）
HighHighHigh a ciNsi 膝 ciNsi ●●● 高平調
a ФaNta 坂 paNta ●●● 高平調 「崖」の意も有り
a ФiNgu 垢 piNgu ●●● 高平調
a Фoomi 女陰 poo ●● 高平調
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a Фuuki 流行性の風邪 puuki ●●● 高平調
a Фuutu フトモモ（植
物）
*** *** ***
a gatta バッタ gaata ○○● 上昇調
a haNza 蔓性植物 haNza ●●● 高平調
a huubi 賞品 huubi ●●● 高平調
a iNza 奉公人 *** *** ***
a khoori 行李 koori ●●● 高平調
a khoori 氷 *** *** ***
a kuNci 体力、持久力 kuNci ●●● 高平調
a naNma 今 nama ●● 高平調
a paai 旱 *** *** ***
a paani ハイ（爬虫類） *** *** ***
a rappa ラッパ rappa ●●● 高平調
a siNzu 墓（古） siNzu ●●● 高平調
a ukka 借金、負債 *** *** ***
LowHighHigh c deeku ダンチク *** *** ***
c eezi 合図、挨拶 eezi ○○● 上昇調
c haara 瓦 haara ○○● 上昇調
c jaaru 雨戸 *** *** *** pasiru○○●
c juuki 徹夜 juuki ○○● 上昇調
c juuki 手斧 *** *** ***
c koosi 疥癬 *** *** ***
c maaga 馬鍬 maaga ○○● 上昇調
c maaga 孫 maaga ○○● 上昇調
c maasu 塩 maasu ○○● 上昇調
c puusi ヒヨドリ pjuusi ○○● 上昇調
c saagi 白髪 saagi ○○● 上昇調
c saami 虱 saami ○○● 上昇調
c siibi 辛苦 *** *** ***
c siigu 小刀 siigu ○○● 上昇調
c siiri どぶ、溝 siri ●● 高平調
c siiza 年上の人 siiza ○○● 上昇調
c sooga 生姜 sooga ○○● 上昇調
c sooki 籠 sooki ○○● 上昇調
c suuФu 勝負 suubu ○○● 上昇調
c t’eeci リュウキュウ
シャリンバイ
teeci ○○● 上昇調 普通はteecigii○○
○●●の形で使う。
c uuki 桶 uuki ○○● 上昇調
c uunu 斧 uunu ○○● 上昇調
c ʔweemi 降参 *** *** ***
c zaama 途方にくれるこ
と
*** *** ***
c ziiju いろり ziru ○● 上昇調
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LowLowHigh b aNda 油 aNda ○○● 上昇調
b bicci ジャコウネズミ biicaa ○○●●～
○○●○
上昇調
b biija 韮 bija ○● 上昇調
b biNgu い草 biigu ○○● 上昇調
b deNsi レイシ *** *** *** 大宜味には無い。
b cikkwa ボラ cika ●● 高平調 成長魚。10ｃｍく
らいの小さい時に
いう。
b Фooca 包丁 pooca ○○● 上昇調
b Фooki 箒 pooki ○○● 上昇調
b Фootu 鳩 pootu ○○● 上昇調
b gooru 車輪 gooruu ○○●○ 上昇調
b gunza 鯨 *** *** ***
b gwaNsu 先祖 gwaNsu ○○● 上昇調
b haami 山亀 haami ○○● 上昇調
b hiNna 綱、縄 *** *** ***
b huNba 脹脛 huNba ○○● 上昇調
b iNgi 刺（とげ） iNgi ○○● 上昇調
b iNna 貝（総称） imja ○● 上昇調
b iNni 胸 ini ○● 上昇調
b iNnu 蓑 minu ○● 上昇調
b iNzu 用水路 *** *** *** mizuu○●●
b joora 腰 joora ○○● 上昇調
b kuNbu 蜜柑類の総称 kunubu ○○● 上昇調
b kuNza 聾者 *** *** *** mimikuNza○○●
○○
b micca 土 mica ○● 上昇調
b nuuci 命 nuuci ○○● 上昇調
b ooda もっこ ooda ○○● 上昇調
b ooФa 葉野菜 ooФa ○○● 上昇調
b raNpu ランプ raNpu ○○● 上昇調
b saani 白蟻 saani ○○● 上昇調
b seeci 才知 seeci ○○● 上昇調 「おてんば」の意。
b seeku 大工 seeku ○○● 上昇調
b siija 寒気 *** *** ***
b siNka 人手 siNka ●●● 高平調
b teeФa 冗談 tiiФa ○○● 上昇調
b teeФu 台風 teeФuu ○○●●～
○○●○
上昇調
b tuuru ランプ tuuru ○○● 上昇調 raNpuの方がより近
代的な灯りを指す。
b uNga 男 *** *** *** ikiga○○●
b uNgi 恩義 uNgi ○○● 上昇調
b uttu 弟 uttu ○○● 上昇調
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b ʔweeha 親戚 *** *** *** kjooreebi
b ～ʔweeka *** *** *** ●●●●●
b ʔweeku 櫂（かい） ʔweeku ○○● 上昇調
b ʔweNcu 鼠 eNcu ○○● 上昇調
三音節三拍語
HighHighHigh a agari 東 agari ●●● 高平調
a aniku 筌（うえ） *** *** ***
a cimagu 蹄 cimagu ●●● 高平調
a cizimi 太鼓 ciNzimi ●●●● 高平調
a hibusi 煙 kiibusi ●●●● 高平調
a jarabu テリハボク *** *** ***
a nikumi にきび *** *** ***
a sigutu 仕事 sigutu ●●● 高平調
a tamasi 土産 *** *** *** 「分け前」「もらい
前」の意。お土産
はcittu●●●
LowHighHigh c amizi 飛ばない種の
蛍
*** *** ***
c arari アダン *** *** *** anaraNgi○○○○
●
c ciburu 頭 ciburu ○○● 上昇調
c ciФaФu つわぶき ciФaФu ○○● 上昇調
c darami 晩酌 *** *** ***
c dusibi 友 dusibii ○○●○ 上昇調
c gamaku 腰 gamaku ○○● 上昇調
c gasami 渡り蟹 gasami ○○● 上昇調 蟹だが、「渡り蟹」
であるかどうかはわ
からない。
c gasisi ウニ gasisi ○○● 上昇調
c gazami 蚊 gazami ○○● 上昇調
c gusani 杖 gusani ○○● 上昇調
c hanibu 山葡萄 *** *** ***
c harazi 髪 harazi ○○● 上昇調
c humiru 水鶏 *** *** ***
c hutabi 今年 hutabi ○○● 上昇調
c hutuba 言葉 hutuba ○○● 上昇調 あまり使わない。
c kucibi 疣（いぼ） kucibi ○○● 上昇調
c kwaharu 赤釣魚（あか
しょうびん）
*** *** ***
c mimiza 蚯蚓（みみず） mimiza ○○● 上昇調
c nibutu 腫れものの一種 niibutu ○○○● 上昇調 「根が太い」から来
ている複合語かも
しれない。
c tabaku たばこ tabaku ○○● 上昇調
c tamasi 魂 tamasi ○○● 上昇調
c ～tamasii *** *** ***
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c unagi 鰻 unagi ○○● 上昇調
c warabi 子供 warabi ○○● 上昇調
c zikumi ヤブニッケイ *** *** ***
c ziziki （冬場の）薄 ziziki ○○● 上昇調 冬場とは限らない。
LowLowHigh b asiza 下駄 asiza ○○● 上昇調
b Фarami 魚の卵 parami ○○● 上昇調
b kukuci 癲癇 kukuci ○○● 上昇調
b namasi 刺身 namasi ○○● 上昇調
b nuhugi 鋸 *** *** *** gagai○○●
b nusuri 盗人 nusuru ○○● 上昇調
b sigata 姿 *** *** ***
b warabi 蕨 warabi ○○● 上昇調
三音節四拍以上の名
詞
High…High a cizicima 辻褄 *** *** ***
a eesaci 挨拶 eesaci ●●●● 高平調
a ФurimuN ばか purimuN ●●●● 高平調
a hasigui 痰 hasigui ●●●● 高平調
a irijuu 必要 irijuu ●●●● 高平調
a jagusami 未亡人 jagusami ●●●● 高平調
a juNgooree テッポウユリ *** *** *** juinugoo●●●○
a ʔwaaciki 天気 ʔwaaciki ●●●● 高平調
Low…
LowHighHigh
c akkeezuu トンボ akeezu ○○○● 上昇調
c aNmamu ヤドカリ *** *** *** amamoo○○●○
c appuru 飴玉 *** *** *** amigwaa○○●○
c attahu 海鵜 *** *** ***
c biNdaree 洗面器 biNdaree ○○○●○ 上昇調
c caNpuruu 油炒め料理 caNpuruu ○○○●○ 上昇調
c cikkuhu コノハズク *** *** ***
c ciNnami 蝸牛 ciNnaNmoo ○○○○●
○
上昇調
c ciNnukuu 里芋（畑の） cinuku ○○● 上昇調
c ciNpurugee でんぐり返り *** *** ***
c deekuni 大根 deekuni ○○●○ 上昇調
c Фanasii 話 panasii ○○●●～
○○●○
上昇調
c Фaroozi 親戚 paroozi ○○○● 上昇調
c Фeegasa 皮膚病の一つ peegasa ●●●● 高平調
c gaNmaru いたずら gaNmaru ○○●● 上昇調
c gomukwan パチンコ gomukwaN ○○●○ 上昇調 外来語
c harakui 三味線の弦巻
き
*** *** ***
c hubusimi 甲イカ hubusimi ○○●○ 上昇調
c iccibi 苺 icibi ○○● 上昇調
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c kiNbusimui 胸焼け *** *** ***
c meerabi 若い女性 meerabi ○○●○ 上昇調
c nibutaa 根太を患ってい
る者
niibutu ○○○● 上昇調 「できもの（症例）」
の意。nibutaaという
語も人ではなく症例
を指す。複合語かも。
c oozama 目白 *** *** ***
c sikubuu 籾殻 *** *** ***
c tabioka タピオカ tabioka ○○●● 上昇調
c tiNpuraa てんぷら tiNpuraa ○○○●○ 上昇調
c ucukui 頭に巻くタオル pucukui ○○●○ 上昇調 「風呂敷」の意。
c uniФigu 羊歯 pigu ●● 高平調
c urigai モクズガニ *** *** ***
c uriziN 若夏 *** *** ***
c ziNbunaa 知恵者 *** *** *** 「知恵」はziNbuN○
○●●。ziNbunaaも
「知恵者」の意味を
理解はできるが、使
わない。
c zuroosu 女性の下着 zuroosu ○○○● 上昇調 外来語
Low…LowHigh b hamazii 叺（かます） hamazii ○○●○ 上昇調 「藁のむしろ」の意
b jacibaa 八重歯 *** *** ***
b kaNkaraa 空缶 kaNkaraa ○○○●○ 上昇調 外来語
b kukumui 蕾 kukumi ○○● 上昇調
b nabeera 糸瓜 nabeera ○○○● 上昇調
b nacoora 海人草 nacoora ○○○● 上昇調
b niibiki 結婚 niibiki ○○○● 上昇調 根を引く（植え替え
る）から来た語。
b pacciNga ウバタマムシ *** *** ***
b saarami 石巻貝 *** *** ***
b sakkwabi しゃっくり sakwabi ○○● 上昇調
b unaagu 女 inagu ○○● 上昇調
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Appendix２－２　形容詞のアクセント
田嘉里方言（ローレンス（2005）） 津波方言
アクセント 語 意味 語 アクセント 備考（話者コメント）
High…High acihaN 厚い acihaN ●●●●
akahaN 赤い akahaN ●●●●
arahaN 荒い arahaN ●●●●
assaN 浅い assaN ●●●●
attarahaN 大切である ataraahaN ●●●●●●
habahaN 香ばしい habahaN ●●●●
hassaN 軽い hassaN ●●●●
hatahaN 密である hatahaN ●●●●
huuhaN 小さい huuhaN ●●●●～●●●
○
jassaN 安い jassaN ●●●●
karazuuhaN 食欲旺盛である karazuuhaN ○○●○○○
kiibeehaN 気がはやい kiibeehaN ●●●●●●～●
●●●●○
kurahaN 暗い kwaahaN ●●●●～●●●
○
miihaN 新しい miihaN ●●●●
oohaN 青い oohaN ●●●●
pissaN 薄い pissaN ●●●●
suuzuuhaN にぎやかである suuzuuhaN ○○●○○○
tuuhaN 遠い tuuhaN ●●●●
ubuhaN 重い ubuhaN ●●●●
wassaN 悪い wassaN ●●●●
Low…
HghHighHigh
acihaN 暑い acihaN ○○●●～○○●
○
「熱い」の意も有る
aФahaN 塩味が足りない aФahaN ○○●●～○○●
○
aNmahaN 体調がなんとなく悪い amahaN ○○●●～○○●
○
biiraahaN 不潔っぽい *** ***
cuuhaN 強い cuuhaN ○○●○
ФeehaN 速い peehaN ○○●○
ФukahaN 深い pukahaN ○○●○
gunahaN 小さい gumahaN ○○●○
guruhaN すばしっこい guruhaN ○○●●～○○●
○
ibeehaN 狭い、（服が）小さい ibeehaN ○○○●○
iccahaN 痛 し々い icahaN ○○●○
icunahaN 忙しい icunaahaN ○○●○○○
ikirahaN 少ない ikiraahaN ○○●○○○
iNgahaN 苦い iNgjahaN ○○○●○
iNgoohaN 痒い goohaN ○○●○
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iNkahaN 短い iNkjahaN ○○○●○
isoohaN 楽しい、うきうきしている isohaN ●●●●
jaahaN ひもじい jaahaN ○○●○
joohaN 弱い joohaN ○○●○
hazoohaN 風が強い hazoohaN ○○○●○
kucihaN 苦しい kucihaN ○○●○
kurahaN 美しい kjurahaN ○○●○
kusahaN 臭い kusahaN ○○●○
maahaN おいしい maahaN ○○●○
magihaN 大きい magihaN ○○●○
nagahaN 長い nagahaN ○○●○
niihaN 遅い niihaN ○○●○
nukuhaN 暖かい nukuhaN ○○●○
piihaN 寒い piihaN ○○●○
pikuhaN 低い pikuhaN ○○●○
sakuhaN 脆い sakuhaN ○○●○
sibuhaN 渋い *** ***
siihaN 酸っぱい siihaN ○○●○
sirahaN 涼しい sirahaN ○○●○
suuzuuhaN 塩辛い suuzuuhaN ○○●○○○
takahaN 高い takahaN ○○●○
uФuhaN 多い uФuhaN ○○●○
ukahaN おかしい *** ***
ukkaahaN 危ない ukaahaN ○○○●○
umussaN おもしろい umuhaN ○○●○
ureemaahaN 羨ましい ureemaahaN ○○○●○○○
uturahaN～
uturuhaN
怖い uturaahaN ○○●○○○
wahasaN 若い wahahaN ○○●○
wahasaN おかしい *** ***
ʔweNdaahaN やさしい ʔweNraahaN ○○●○○○ 「おとなしい」の意
参考：成田（1972）に記載の長い形容詞
／ ／ ／ miipikkeeraahaN ○○○○○○●○
○○
まぶしい
／ ／ ／ aNdabeehaN ○○○●○○○ あぶらっこい
／ ／ ／ pazikaahaN ○○●○○○ 恥ずかしい
／ ／ ／ ｊaФaraahaN ○○●○○○ 柔らかい
／ ／ ／ naNburaahaN ○○○●○○○ すべっこい
／ ／ ／ hamaraahaN ○○●○○○ やかましい
／ ／ ／ mucikaahaN ○○●○○○ むずかしい
／ ／ ／ nacikaahaN ○○●○○○ 悲しい
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／ ／ ／ pirumaahaN ○○●○○○ 不思議である
／ ／ ／ usikiraahaN ○○○●○○○ 不足がちである
／ ／ ／ muNmaahaN ○○●○○○ 食欲がある
／ ／ ／ muNpakicaahaN ○○○○●○○○ むかつく
／ ／ ／ tiiФagoohaN ○○○●○○○ 嫌いである
／ ／ ／ ureemaahaN ○○○●○○○ 羨ましい
／ ／ ／ pigjuraahaN ○○●○○○ 冷たい
／ ／ ／ weNdaahaN ○○●○○○ おとなしい
／ ／ ／ miziraahaN ○○●○○○ 珍しい
Hosei University Repository
− 158 −
Appendix２－３　動詞のアクセント
田嘉里方言（ローレンス（2005）） 津波方言
アクセント 語 意味 語 アクセント 備考（話者コメント）
High…High ΦuN 振る puiN ●●●
kuN 来る kjuN ○●
suN する suN ●●
iiN 言う ʔjuuN ●●●
iiN 入る iiN ●●●
hooN 買う hooiN ●●●●
kiiN 着る kjuN ●●
kuuN 閉める kuuiN ●●●●
kweeN 食う keeN ●●●
maaN 回る maajuN ●●●●
mooN 舞う mooiN ●●●●
mooN 燃える muiN ●●●
nooN よこす nooiN ●●●●
saaN 触る sawaiN ●●●●
saaN 鍋の水を切る *** ***
cikuN 殴る、突く cikkjuN ●●●●
ΦaNsuN 外す、済ます paNsuN ●●●●
higuN 引掛けまわす、平和
を乱す
pigjuN ●●●
ikuN 行く ikkjuN ●●●●
jakuN 焼く jakkjuN ●●●●
jubuN 呼ぶ jubjuN ●●●
kumuN 汲む kumjuN ●●●
kumuN 履く、踏む kumjuN ●●●
maasuN 亡くなる maasuN ●●●●
miNguN 濁る miNgiN ●●●●
moosuN 燃やす moosuN ●●●●
nubuN 上がる、登る nubuiN ●●●●
pikuN 引く pikkjuN ●●●●
sakuN 咲く sakkjuN ●●●●
siNnuN 死ぬ sinuN ●●●
tubuN 飛ぶ tuNbjuN ●●●●
agiiN 持ち上げる agiiN ●●●●
cikeeN 使う cikeeN ●●●●
hittiiN 捨てる hiti(i)N ●●(●)●
maariiN 生まれる umariN ●●●●
makiiN 負ける makiiN ●●●●
ubiiN 薪をくべる ubiiN ●●●●
ubiiN 汁を薄める ubeeN ●●●● 塩辛いからお湯を加
える。
useeN 軽蔑する useeN ●●●●
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usuuN 押す usuN ●●●
usuuN 埋める uzumiN ●●●●
utaaN 歌う *** ***
uteeN （鶏が）歌う uteeN ●●●●
aΦanakuN 横になる aΦanakjuN ●●●●●
hurusuN 殴る、殺す hurusuN ●●●●
maarasuN 回す、転がす maarasuN ●●●●● maasuN ●●●●
siNnasuN 殺す sinasuN ●●●●
takubuN 畳む tatamjuN ●●●●
tubasuN 飛ばす tuNbasuN ●●●●●
tunugasuN 突っ走る *** ***
urabuN 大げさに自分の不幸
を訴える
uurabjuN ●●●●●～●
●●●○
nukumiiN 暖める nukumiN ●●●●
usubiiN 伏せて重ねる usubasuN ●●●●●
kuNpaakasuN 踏む kuNpamiN ●●●●● 「踏む」というよりは
「踏みつける」という
やや強めの意味あい。
kuNpisiguN 踏み殺す *** ***
kuNtoosuN 踏み倒す *** ***
pikkoosuN 引き抜く *** ***
Low…High aN ある aiN ○○●
ΦuN 降る puiN ○○●
ΦuN 掘る puiN ○○●
muN 漏る muiN ○○●
naN 実が生る naiN ○○●
tuN 取る tuiN ○○●
uN 居る uiN ○○●
biiN 座る bjuN ●●
hiiN 蹴る kiiN ○○●
kiiN 切る kiN ○●
kuuN 噛む hamjuN ○○● 文語体。「食べる」の
敬語でもある。
kweeN 太る kweeN ○○●
miiN 見る mjuN ○● miiN ○○● 見える
mooN いらっしゃる mooiN ●●●● 「kjuN来る」の敬語
neeN 揺れる *** ***
neeN 萎える neeN ○○●
neeN 無い neeN ○○●
nooN 治る nooiN ○○○●～○○
●●
nooN 綯（な）う nooiN ○○●●
nooN～nuuN 縫う nooiN ○○●●
ooN 喧嘩する ooiN ○○○●～○○
●●
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piiN 干る pjuuN ●●●
siiN 饐（す）える siiN ○○●
cukuN 作る cukuiN ○○●●
hakuN 書く、掻く hakkjuN ○○○●
jamuN 痛む jamjuN ○○●
jaNbuN 故障させる kjoosuN ○○○●～○○
●●
kamuN 食べる hamjuN ○○● 「食べる」 の意はな
い。「歯で噛む」 の
意。
keesuN 返す heesuN ○○●●
kuNsuN 崩す kuNsuN ○○●●
maccuN 待つ maccuN ○○○●
maNkuN 混ぜる maNkiN ○○●●
maNkuN 手招きする *** ***
miNguN 回転する miguiN ●●●●
muccuN 持つ muccuN ○○○●
nasuN 産む nasuN ○○●
niNbuN 眠る niNbjuN ○○●●
nuguN 抜く、（写真を） 撮
る
nugjuN ○○● 「撮る」の意はない。
numuN 飲む numjuN ○○●
piguN 冷える *** *** 「冷たい pigjuraahaN 
○○●○○○」はあ
るが、動詞はない。
piguN 削る pigjuN ●●●
pussuN 干す pussuN ○○○●
sakuN 裂く sakjuN ○○●
susuN 拭く susuiN ○○●●
taccuN よく切れる taccuN ○○○●
taguN 引き抜く *** ***
toosuN 倒す toosuN ○○●●
uccuN 打つ uccuN ○○○●
uiguN 泳ぐ uigjuN ○○●●
umuN 思う umuiN ○○●●
abiiN 呼ぶ、叱る abiiN ○○●●
cimiiN 詰める cimiN ○○●
ΦiNgiiN 逃げる piNgiN ○○●●
heeriiN 転がる heeriN ○○●●～○○
●○
hiziiN 削る *** ***
imiiN 催促する imiiN ○○●●
kaNgeeN 考える kaNgeeN ○○○●●～○
○○○●
keeriiN 横になる heeriN ○○●● 意味は「返すheesuN」
の自動詞。
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kooriiN 壊れる kjooriN ○○●●～○○
●○
kuNziiN 崩れる kuNziN ○○○●
nuguuN 拭く nuguiN ○○●●
nureeN 叱る nureeN ○○○●～○○
●●
sagiiN 吊るす sagiN ○○●
suruuN 集まる suruiN ○○●●
tumiiN 留める tumiiN ○○●●
ubiiN 覚える ubiiN ○○○●
uriiN 下がる、降りる uriiN ○○○●～○○
●●
acirasuN 加熱する acirasuN ○○○●●～○
○○●○
cirubuN 交尾する curubjuN ○○●●
dugeerasuN 転ばす dugeerasuN ○○○○●●～
○○○○●○
ΦaramuN （動物が）妊娠する paramjuN ○○●○
izasuN 出す izasuN ○○●●～○○
●○
kubusuN こぼす hubusuN ○○●●～○○
●○
miNgwasuN 回転させる、濁す migurasuN ●●●●●
pikkoosuN 破く pikkjoosuN ○○○○●● 「引き破る」の意
siramuN 涼む siramjuN ○○●○
sukkwasuN 通り過ぎる *** ***
udurukuN 驚く ururukjuN ○○○●●
urusuN 下ろす urusuN ○○●●～○○
●○
wahasuN 分ける wahasuN ○○●●～○○
●○
hasigiiN 重 ね る、（ 人 間 が ）
妊娠する
hasagiN ○○●●～○○
●○
「重ねる」 の意は無
い。
nukutamiiN 暖める nukutamiN ○○○●● nukumiN ○○●○も
ある。
sippiriiN 小さくなる *** ***
LowLowHigh…
High
iNkeeN 召し上がる kjaagiN ●●●●
hiNmaarasuN 蹴り転がす *** ***
hippaNkuN 蹴っ飛ばす *** ***
kikkoosuN 抉（えぐ）り取る *** ***
kiNgoorasuN 大きく抉り取る *** ***
sippirakuN 押しつぶす sippirakasuN ○○○○●●●
sittoosuN 切り倒す *** ***
t’akkeerasuN 叩きこぼす takkeerasuN ○○○○●○○ 「乱暴に扱ってこぼし
てしまう」
t’akkubusuN こぼす *** ***
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t’akkurusuN 殴り殺す takkurusuN ○○○●○○(～
○○○●●●)
○○○●●●でも良
いが、使用するとき
は○○○●○○
t’appirakasuN 叩き潰す tappirakasuN ○○○○●○○
～○○○○●●
○
複合動詞
High…+High…→ High…High
cikee-kurusuN 酷使する cikee-kurusuN ●…●
ciki-agiiruN 突き上げる ciki-agiN ●…●
ciki-kurusuN 打ち飛ばす ciki-kurusuN ●…● 「打ちなぐる」の意
kwee-ΦaNsuN 食いはぐれる kee-ΦaNsuN ●…●
piki-maasuN 引き回す piki-maasuN ●…●
urabi-t’akkwasuN 大げさに自分の不幸
を訴える
*** ***
High…+Low…→ High…High
Φui-miNgwasuN 振り回す pui-miNgurasuN ●…● miNgwasuN　●…●
jubi-tumiiN 呼び止める jubi-tumiN ●…● 呼ぶ jubjuN ●●●、
止めるtumiN ●●●
kwee-toosuN 食いつぶす *** ***
piki-sakuN 引き裂く piki-sakkjuN ●…●
usi-dugeerasuN 押し倒す usi-dugeerasuN ●…●
Low…+High…→ Low…Low -H i gh…
High
abii-tunugasuN しゃべりまくる *** ***
kami-ΦaNsuN 食いはぐれる hami-ΦaNsuN ○●-●○○○
mii-agiiN 見上げる mii-agiN ○○-○●●
mii-hittiiN 見捨てる *** ***
mucci-agiiN 持ち上げる mucci-agiN～
muccjagiN
○…●●
tui-ΦansuN 取り損ねる tui-ΦansuN ○●-●○○○ ΦaNsuN ●●●●
Low…+Low…→ Low…Low -H i gh…
High
abii-kuNsuN しゃべりまくる *** ***
acirasi-keesuN 温めかえす acirasi-keesuN ○…○-●●●●
～○…○-●●●
○
cukui-jaNbuN やり損ねる cukui-jaNbjuN ○●●-●○○○ 「作り損ねる」の意。
haki-miNgwasuN 掻き回す haki-
miNgwasuN
○●-●○…○
haki-tumiiN 書き留める *** ***
mii-kiiN 見捨てる mii-kiN ○○-●● 「見切りをつける」の
意。
Hosei University Repository
− 163 −
mii-wahasuN 見分ける mii-wahasuN ○○-○●○○
niNbi-sukkwasuN 寝過ごす *** *** 寝るniNbjuN ○○●●
tui-sukkwasuN 取り損ねる *** ***
ubi-zasuN 思い出す ubi-zasuN ○●-●○○
umui-cimiiN 思いつめる *** ***
umui-zasuN 思い出す *** ***
Exceptional
Low...High piki-taguN 引き抜く *** ***
piki-urusuN 引き下ろす piki-urusuN ●●-●○○○
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Appendix３－１　複合名詞のアクセント　※無意味複合語を大量に含む 
前部要素 後部要素 複合アクセント
前部要素が高平調
赤 aka ●● 野菜 jasee ●●● ●●●●●
赤 aka ●● キャベツ kaNraN ●●●● ●●●●●●
東 agari ●●● 井戸 ciNgaa ●●●● ●●●●●●●
東 agari ●●● 坂 paNta ●●● ●●●●●●
赤 aka ●● 冬瓜 subui ○○● ●●●●○
赤 aka ●● 水 mizi ○● ●●●●
東 agari ●●● 家 jaa ○● ●●●●○
東 agari ●●● 山 jama ○● ●●●●●
赤 aka ●● 蟻 aikoo ○○●● ●●●●●●～●●
●●●○
赤 aka ●● ジャコウネズミ biicaa ○○●●～○
○●○
●●●●●●
赤 aka ●● 急須 cuukaa ○○●○ ●●●●●○
龕を保管する建物 gaNjaa ●●●●～●
●●○
蟻 aikoo ○○●● ●●●●●●●●
龕を保管する建物 gaNjaa ●●●●～●
●●○
ゴキブリ piiraa ○○●○ ●●●●●●●○
龕を保管する建物 gaNjaa ●●●●～●
●●○
守宮（ヤモリ） jaaduu ○○●○ ●●●●●●●○
赤 aka ●● 鼻 pana ●● ●●●●
赤 aka ●● 柱 paja ●● ●●●●～●●●○
東 agari ●●● 壁 hubi ●● ●●●●●
東 agari ●●● 門 zoo ●● ●●●●●（固有名
詞（屋号） なら○○
○●○）
竹 daki ●● 仕事 sigutu ●●● ●●●●●
竹 daki ●● 行李 koori ●●● ●●●●●～●●●
○○
川 haa ●● 蔓性植物 haNza ●●● ●●●●●～●●●
○○
川 haa ●● 雲雀、セッカ ciNciN ●●●○ ***直感が働かない。
竹 daki ●● 竿 soo ○● ●●●● ～●●●○
竹 daki ●● 柄杓 niibu ○○● ●●●●●～●●●
○○
川 haa ●● 蟹 gai ○● ●●●●
川 haa ●● ウニ gasisi ○○● ●●●●●
竹 daki ●● 急須 cuukaa ○○●○ ●●●●●○
竹 daki ●● 蝙蝠 haabui ○○●○ ***直感が働かない。
川 haa ●● ナマコ sikkii ○○●○ ●●●●●○
川 haa ●● 甲イカ hubusimi ○○●○ ●●●●●●～●●
●●●○
声 hui ●● 三味線 saNsiN ●●●● ●●●●●●～●●
●○○○
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前部要素が高平調
声 hui ●● ラッパ rappa ●●● ●●●●○
海 umi ●● 雲雀、セッカ ciNciN ●●●○ ***直感が働かない。
海 umi ●● キャベツ kaNraN ●●●● ●●●●●～●●●
○○○
豚 ʔwaa ●● 家 jaa ○● ●●●○
豚 ʔwaa ●● 鳩 pootu ○○● ●●●●●
海 umi ●● 桃 mumu ○● ●●●●
海 umi ●● 蜜柑類の総称 kunubu ○○● ●●●○○
イルカ pittu ●●● 蝙蝠 haabui ○○●○ ●●●●●●●
イルカ pittu ●●● 猿 saaruu ○○●○ ●●●●●●○
海 umi ●● らっきょう rakkjoo ○○●○ ●●●○○○
海 umi ●● 猫 majaa ○●● ●●●●○
金属 hani ●● 壁 hubi ●● ●●●●
金属 hani ●● 箱 pahu ●● ●●●●
紙 habi ●● 壁 hubi ●● ●●●●
紙 habi ●● 箱 pahu ●● ●●●●
金属 hani ●● 柱 paja ●● ●●●●
金属 hani ●● 臼 usu ●● ●●●●
紙 habi ●● 柱 paja ●● ●●●○
紙 habi ●● 袋 puku ●● ●●●●
豚 ʔwaa ●● 虫 musi ●● ●●●●
豚 ʔwaa ●● 石 isi ●● ●●●●
イルカ pittu ●●● 虫 musi ●● ●●●●●
イルカ pittu ●●● 石 isi ●● ●●●●●～●●●
●○
豚 ʔwaa ●● 骨 puni ●● ●●●●
豚 ʔwaa ●● イルカ pittu ●●● ●●●●●
イルカ pittu ●●● 骨 puni ●● ●●●●●
イルカ pittu ●●● 豚 ʔwaa ●● ●●●●●
前部要素が上昇調
塩 maasu ○○● キャベツ kaNraN ●●●● ○○○●●●●●～
○○○●○○○
塩 maasu ○○● 鮒 taajuu ●●●●～●
●●○
○○○●●●○
ウコン ukkiN ○○○● 坂 paNta ●●● ○○○○●●●～○
○○○●●○
ウコン ukkiN ○○○● 線香 ukkoo ●●●●～●
●●○
○○○○●●●●●
～○○○○○●●●
○
塩 maasu ○○● 水 mizi ○● ○○○●●
塩 maasu ○○● 盗人 nusuri ○○● ○○○○○●
ウコン ukkiN ○○○● 茶 caa ○● ○○○○●●
ウコン ukkiN ○○○● 根 niigui ○○○● ○○○○○○●○
塩 maasu ○○● 餅 muccii ○○●○ ○○○○○●○
塩 maasu ○○● 大根 deekuni ○○●○ ○○○○○●○
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前部要素が上昇調
ウコン ukkiN ○○○● 餅 muccii ○○●○ ○○○○○○●○
ウコン ukkiN ○○○● てんぷら tiNpuraa ○○○●● ○○○○○○○●○
塩 maasu ○○● ニンニク piru ●● ○○○●●
塩 maasu ○○● 袋 puku ●● ○○○●●
ウコン ukkiN ○○○● 歌 uta ●● ○○○○●○
ウコン ukkiN ○○○● 豚 ʔwaa ●● ○○○○●●
苦瓜 goojaa ○○●○ 行李 koori ●●● ○○○○●●○
苦瓜 goojaa ○○●○ 鉄砲 tippuu ●●●● ○○○○●●●●
山羊 piizaa ○○●○ 蹄 cimagu ●●● ○○○○●●●
山羊 piizaa ○○●○ 太鼓 ciNzimi ●●●● ○○○○●●●●
苦瓜 goojaa ○○●○ 汁 suru ○● ○○○○○●
苦瓜 goojaa ○○●○ 鰻 unagi ○○● ○○○○○○●
山羊 piizaa ○○●○ 皮 haa ○● ○○○○●○
山羊 piizaa ○○●○ 包丁 pooca ○○● ○○○○○○●
苦瓜 goojaa ○○●○ 餅 muccii ○○●○ ○○○○○○●○
苦瓜 goojaa ○○●○ てんぷら tiNpuraa ○○○●● ○○○○○○○●○
山羊 piizaa ○○●○ 猫 majaa ○●● ○○○○○●○
山羊 piizaa ○○●○ てんぷら tiNpuraa ○○○●● ○○○○○○○●○
苦瓜 goojaa ○○●○ 酒 saki ●● ○○○○●●～○○
○○●○
苦瓜 goojaa ○○●○ 豚 ʔwaa ●● ○○○○●○
山羊 piizaa ○○●○ 尾 zuu ●● ○○○○●○
山羊 piizaa ○○●○ 骨 puni ●● ○○○○●●
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Appendix３－２　複合動詞のアクセント　※無意味複合語を大量に含む
前部単独 アクセント 前部要素 意味 後部要素 意味 アクセント 型 複合アクセント
前部要素が高平調
cikkjuN ●●●● ciki- 打ち・突き- iiN 入る ●●● 高平 ●●#●●
cikkjuN ●●●● ciki- 打ち・突き- kuuiN 閉める ●●●● 高平 ●●#●●●
cikkjuN ●●●● ciki- 打ち・突き- kjoosuN 故障させる ○○●●～
○○●○
上昇 ●●#●○○○
cikkjuN ●●●● ciki- 打ち・突き- izasuN 出す ○○●●～
○○●○
上昇 ●●#●●●●
pikkjuN ●●●● piki- 引き- tatamjuN 畳む ●●●● 高平 ●●#●●●●
pikkjuN ●●●● piki- 引き- pigjuN 削る ●●● 高平 ●●#●●●
pikkjuN ●●●● piki- 引き- kiiN 切る ○○● 上昇 ●●#●●●
pikkjuN ●●●● piki- 引き- izasuN 出す ○○●●～
○○●○
上昇 ●●#●●○○
usuN ●●● usi- 押し- tuNbjuN 飛ぶ ●●●● 高平 ○○#○○●●
usuN ●●● usi- 押し- tatamjuN 畳む ●●●● 高平 ●●#●●●●
usuN ●●● usi- 押し- nasuN 産む ○○● 上昇 ●●#●●●
usuN ●●● usi- 押し- susuiN 拭く ○○●● 上昇 ●●#●●●●
前部要素が上昇調
mjuN ○● mii- 見- sinasuN 死なす（殺す） ●●●● 高平 ○○#●○○○
mjuN ○● mii- 見- jubjuN 呼ぶ ●●● 高平 ○○#●●●
mjuN ○● mii- 見- kiiN 切る ○○● 上昇 ○○#○○●
mjuN ○● mii- 見- piNgiN 逃げる ○○●● 上昇 ○○#○○●●
muccuN ○○○● mucci- 持ち- ikkjuN 行く ●●●● 高平 ○○○#●○○○
muccuN ○○○● mucci- 持ち- cikeeN 使う ●●●● 高平 ○○○#●●●●
muccuN ○○○● mucci- 持ち- jamjuN 痛む ○○● 上昇 ○○○#○○●
muccuN ○○○● mucci- 持ち- izasuN 出す ○○●●～
○○●○
上昇 ○○○#●○○○
cukuiN ○○●● cukui- 作り- tatamjuN 畳む ●●●● 高平 ○○○#●●○○
cukuiN ○○●● cukui- 作り- pigjuN 削る ●●● 高平 ○○○#●○○
cukuiN ○○●● cukui- 作り- sagiN 吊るす ○○● 上昇 ○○○#○○●
cukuiN ○○●● cukui- 作り- heesuN 返す ○○●● 上昇 ○○○#●○○○
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Appendix 4　津波方言における名詞の類とアクセント ・語が無い場合*** ・語が無い、もしくは本土と起源の異なる語の場合￥
本土類別
１・２モーラ語
類 類集団 津波
柄 1 1・2 ↑ui 高平調
蚊 1 1・2 gaza↑mi 上昇調
香 1 1・2 ha↑ba ¥
子 1 1・2 ↑kwaa 高平調
瀬 1 1・2 *** ¥
血 1 1・2 ↑cii 高平調
戸 1 1・2 pasi↑ru ¥
帆 1 1・2 ↑puu 高平調
緒 1 1・2 ↑uu 高平調
灰汁 1 1・2 ↑aku 高平調
姉 1 1・2 *** ¥
飴 1 1・2 ↑ami 高平調
蟻 1 1・2 ai↑koo 上昇調
烏賊 1 1・2 ↑ikja 高平調
牛 1 1・2 ↑usi 高平調
梅 1 1・2 ↑umi 高平調
魚 1 1・2 ↑juu 高平調
枝 1 1・2 ju↑da 上昇調
海老 1 1・2 ↑ibi 高平調
柿 1 1・2 ↑kaki 高平調
瘡 1 1・2 ↑hasa 高平調
風 1 1・2 ↑hazi 高平調
蟹 1 1・2 ga↑i 上昇調
金 1 1・2 ↑hani 高平調
鐘 1 1・2 ↑hani 高平調
壁 1 1・2 ↑hubi 高平調
顔 1 1・2 ci↑ra ¥
釜 1 1・2 ↑pagama ¥
粥 1 1・2 ↑ukkee ¥
雉子 1 1・2 *** ¥
疵 1 1・2 ↑kizi 高平調
君 1 1・2 *** ¥
桐 1 1・2 *** ¥
霧 1 1・2 *** ¥
釘 1 1・2 ↑kugi 高平調
口 1 1・2 ↑kuci 高平調
国 1 1・2 ↑kuni 高平調
頸 1 1・2 ↑kubi 高平調
鍬 1 1・2 tuN↑gwee ¥
暮 1 1・2 *** ¥
本土類別
３モーラ語
類 類集団 津波
形 1 1・2「形」↑hataci 高平調
踊 1 1・2「形」uu↑dui 上昇調
鰹 1 1・2「形」↑kacuu 高平調
飾り 1 1・2「形」*** ¥
竈 1 1・2「形」↑hamaru 高平調
煙 1 1・2「形」↑kiibusi 高平調
麹 1 1・2「形」↑hoozi 高平調
今年 1 1・2「形」hutu↑si 上昇調
印 1 1・2「形」↑sirusi 高平調
畳 1 1・2「形」↑tatami 高平調
隣 1 1・2「形」↑tunai 高平調
寝言 1 1・2「形」nigu↑tu 上昇調
鼻血 1 1・2「形」↑panazii 高平調
祭 1 1・2「形」*** ¥
涎よだれ 1 1・2「形」↑judai 高平調
二つ 2 1・2「形」↑taaci 高平調
二人 2 1・2「形」ta↑i 上昇調
黄金 ? 1・2「形」↑hugani 高平調
力 ? 1・2「形」↑cikara 高平調
鏡 4 4・5「鏡」haga↑mi 上昇調
五日 4 4・5「鏡」*** ¥
表 4 4・5「鏡」umu↑ti 上昇調
暦 4 4・5「鏡」kui↑mi 上昇調
宝 4 4・5「鏡」taka↑ra 上昇調
俵 4 4・5「鏡」taa↑ra 上昇調
袴 4 4・5「鏡」paka↑ma 上昇調
鋏はさみ 4 4・5「鏡」pasa↑mi 上昇調
油 5 4・5「鏡」an↑da 上昇調
五つ 5 4・5「鏡」ici↑ci 上昇調
命 5 4・5「鏡」nuu↑ci 上昇調
心 5 4・5「鏡」kuku↑ru 上昇調
姿 5 4・5「鏡」↑sigata 高平調
簾 5 4・5「鏡」*** ¥
枕 5 4・5「鏡」ma↑ka 上昇調
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本土類別
３モーラ語
類 類集団 津波
刀 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
hata↑na 上昇調
扇 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
oo↑gi 上昇調
瓦 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
haa↑ra 上昇調
言葉 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
hutu↑ba 上昇調
境さかい 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
sak↑kee 上昇調
硯 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
*** ¥
襖 4 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
*** ¥
従兄弟 5 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
ici↑ku 上昇調
親子 5 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
ujak↑kwa 上昇調
欅けやき 5 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
*** ¥
情け 5 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
nasa↑ki 上昇調
箒 5 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
poo↑ki 上昇調
兎 6 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
usa↑gi 上昇調
鰻 6 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
una↑gi 上昇調
虱 6 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
saa↑mi 上昇調
裸 6 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
pada↑ka「a 上昇調
左 6 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
pii↑zai 上昇調
蚕 7 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
*** ¥
薬 7 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
kussu↑i 上昇調
鯨 7 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
*** ¥
盥たらい 7 4 ・ 5 ・
6・7「刀」
taa↑re「e 上昇調
腰 1 1・2 ↑husi 高平調
籠手 1 1・2 *** ¥
駒 1 1・2 *** ¥
薦こも 1 1・2 *** ¥
此 1 1・2 ↑huri 高平調
先 1 1・2 ↑saki 高平調
鷺 1 1・2 *** ¥
酒 1 1・2 ↑saki 高平調
笹 1 1・2 *** ¥
里 1 1・2 *** ¥
鯖 1 1・2 *** ¥
鮫 1 1・2 ↑saba 高平調
皿 1 1・2 *** ¥
品 1 1・2 *** ¥
芝 1 1・2 *** ¥
皺 1 1・2 *** ¥
鋤 1 1・2 uza↑i ¥
杉 1 1・2 *** ¥
鈴 1 1・2 *** ¥
裾 1 1・2 ↑susu 高平調
末 1 1・2 *** ¥
底 1 1・2 ↑suku 高平調
袖 1 1・2 ↑suri 高平調
其 1 1・2 ↑uri 高平調
鷹 1 1・2 ↑taka 高平調
滝 1 1・2 ↑taki 高平調
竹 1 1・2 da↑ki 上昇調
竜 1 1・2 ↑taci 高平調
蓼 1 1・2 *** ¥
棚 1 1・2 ↑tana 高平調
塵 1 1・2 ↑ciri 高平調
筒 1 1・2 *** ¥
壷 1 1・2 ↑cibu 高平調
爪 1 1・2 ↑cimi 高平調
釣 1 1・2 *** ¥
床 1 1・2 ↑tuku 高平調
虎 1 1・2 ↑tura 高平調
鳥 1 1・2 ↑tui 高平調
酉 1 1・2 ↑tui 高平調
庭 1 1・2 *** ¥
布 1 1・2 nu↑nu 上昇調
軒 1 1・2 *** ¥
箱 1 1・2 ↑pa¸u 高平調
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端 1 1・2 *** ¥
蓮 1 1・2 *** ¥
縁はた 1 1・2 ↑pata 高平調
蜂 1 1・2 ↑paci 高平調
花 1 1・2 pa↑na 上昇調
羽根 1 1・2 ↑pani 高平調
灰 1 1・2 ↑pee 高平調
蝿 1 1・2 ↑pee 高平調
稗ひえ 1 1・2 *** ¥
髯 1 1・2 ↑pigi 高平調
膝 1 1・2 ↑ciNsi ¥
菱 1 1・2 *** ¥
暇 1 1・2 ↑piNma 高平調
紐 1 1・2 ui↑ru「u ¥
鰭ひれ 1 1・2 *** ¥
鱶ふか 1 1・2 *** ¥
蓋 1 1・2 ↑puta 高平調
札 1 1・2 ↑puda 高平調
藤 1 1・2 *** ¥
筆 1 1・2 *** ¥
笛 1 1・2 *** ¥
臍 1 1・2 ↑pusu 高平調
星 1 1・2 pu↑si 上昇調
的 1 1・2 ma↑tu 上昇調
舞 1 1・2 moo↑jaa ¥
右 1 1・2 iN↑gi 上昇調
道 1 1・2 mi↑ci 上昇調
水 1 1・2 mi↑zi 上昇調
峰 1 1・2 *** ¥
宮 1 1・2 *** ¥
虫 1 1・2 mu↑si 上昇調
籾 1 1・2 mu↑mi 上昇調
桃 1 1・2 mu↑mu 上昇調
森 1 1・2 mu↑i 上昇調
宵 1 1・2 joo↑nee ¥
嫁 1 1・2 ju↑mi 上昇調
丘 1 1・2 *** ¥
甥 1 1・2 *** ¥
誰 1 1・2 ↑taru 高平調
何処 1 1・2 ↑daa 高平調
友 1 1・2 du↑si ¥
真似 1 1・2 ↑meebu ¥
棟 1 1・2 *** ¥
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籠 1 1・2 baa↑ki ¥
仮名 1 1・2 *** ¥
甲斐 1 1・2 *** ¥
株 1 1・2 ↑kabu 高平調
蚊帳 1 1・2 ↑haca 高平調
胡麻 1 1・2 ugu↑ma ¥
城 1 1・2 *** ¥
艶 1 1・2 *** ¥
藪 1 1・2 *** ¥
槍 1 1・2 ja↑i 上昇調
床 1 1・2 ja↑ha 上昇調
百合 1 1・2 juinu↑goo ¥
横 1 1・2 ju↑hu 上昇調
名 2 1・2 ↑naa 高平調
葉 2 1・2 ↑paa 高平調
日 2 1・2 ↑pii 高平調
藻 2 1・2 ↑moo 高平調
鵜 2 1・2 *** ¥
矢 2 1・2 *** ¥
痣 2 1・2 ↑aza（ほくろ）高平調
石 2 1・2 ↑isi 高平調
岩 2 1・2 i↑wa 上昇調
歌 2 1・2 ↑uta 高平調
音 2 1・2 ↑utu 高平調
垣 2 1・2 ↑haki 高平調
方 2 1・2 *** ¥
型 2 1・2 ↑hata 高平調
紙 2 1・2 ↑habi 高平調
北 2 1・2 ni↑si ¥
串 2 1・2 gu↑si 上昇調
鞍 2 1・2 ku↑ra 上昇調
下 2 1・2 ↑hica 高平調
旅 2 1・2 ↑tabi 高平調
度 2 1・2 *** ¥
塚 2 1・2 *** ¥
次 2 1・2 *** ¥
蔦 2 1・2 *** ¥
褄 2 1・2 *** ¥
弦 2 1・2 ↑ciru 高平調
梨 2 1・2 *** ¥
橋 2 1・2 ↑pasi 高平調
旗 2 1・2 ↑pata 高平調
機 2 1・2 ↑pata 高平調
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肘 2 1・2 ↑pizi 高平調
昼 2 1・2 ↑piruu 高平調
冬 2 1・2 ↑pujuu 高平調
町 2 1・2 *** ¥
胸 2 1・2 i↑ni 上昇調
村 2 1・2 mu↑ra 上昇調
八重 2 1・2 *** ¥
雪 2 1・2 ju↑ki 上昇調
故 2 1・2 ju↑i 上昇調
業 2 1・2 wa↑za 上昇調
鯵 2 1・2 gacu↑N ¥
彼 2 1・2 ↑ari 高平調
栗毬 2 1・2 *** ¥
門 2 1・2 *** ¥
牙 2 1・2 *** ¥
杭 2 1・2 ku↑i 上昇調
頃 2 1・2 *** ¥
蝉 2 1・2 asa↑sa ¥
妻 2 1・2 ↑tuzi ¥
人 2 1・2 ↑cuu 高平調
姫 2 1・2 *** ¥
文 2 1・2 *** ¥
殻 2 1・2 ga↑ra, gu↑ru 上昇調
為ため 2 1・2 ↑tami 高平調
夏 2 1・2 ↑naccii 高平調
虹 2 1・2 niNgi↑ri ¥
余所 2 1・2 ju↑su 上昇調
木 3 3 ki↑i 上昇調
粉 3 3 hu↑u 上昇調
酢 3 3 ↑suu 高平調
田 3 3 ta↑a 上昇調
手 3 3 ti↑i 上昇調
砥 3 3 *** ¥
菜 3 3 na↑a 上昇調
荷 3 3 ni↑i 上昇調
根 3 3 ni↑i 上昇調
野 3 3 ↑moo 高平調
火 3 3 pi↑i 上昇調
屁 3 3 pi↑i 上昇調
穂 3 3 ↑puu 高平調
箕 3 3 *** ¥
目 3 3 mi↑i 上昇調
芽 3 3 midu↑ri 上昇調
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湯 3 3 ju↑u 上昇調
夜 3 3 *** ¥
輪 3 3 *** ¥
絵 3 3 i↑i 上昇調
尾 3 3 ↑zuu ¥
夜 3板 3・4・5板 juu↑ru「u 上昇調
網 3板 3・4・5板 a↑mi 上昇調
色 3板 3・4・5板 i↑ru 上昇調
裏 3板 3・4・5板 ↑ura 高平調
肝 3板 3・4・5板 ki↑mu 上昇調
草 3板 3・4・5板 ku↑sa 上昇調
島 3板 3・4・5板 si↑ma 上昇調
炭 3板 3・4・5板 *** ¥
綱 3板 3・4・5板 ci↑na 上昇調
角 3板 3・4・5板 ci↑nu 上昇調
面 3板 3・4・5板 ci↑ra 上昇調
年 3板 3・4・5板 tu↑si 上昇調
波 3板 3・4・5板 na↑mi 上昇調
糠 3板 3・4・5板 nu↑ka 上昇調
墓 3板 3・4・5板 pa↑ka 上昇調
恥 3板 3・4・5板 pa↑zi 上昇調
花 3板 3・4・5板 pa↑na 上昇調
耳 3板 3・4・5板 mi↑mi 上昇調
山 3板 3・4・5板 ja↑ma 上昇調
弓 3板 3・4・5板 *** ¥
夢 3板 3・4・5板 i↑mi 上昇調
糞 3板 3・4・5板 ku↑su 上昇調
雲 3板 3・4・5板 ku↑mu 上昇調
玉 3板 3・4・5板 ta↑ma 上昇調
豆 3板 3・4・5板 ma↑mi 上昇調
膿 3板 3・4・5板 u↑mi 上昇調
川 3板 3・4・5板 ↑haa 高平調
犬 3板 3・4・5板 inuk↑kwa ¥
粟 4板 3・4・5板 a↑wa 上昇調
笠 4板 3・4・5板 ha↑sa 上昇調
糟 4板 3・4・5板 ka↑si 上昇調
肩 4板 3・4・5板 ha↑ta 上昇調
汁 4板 3・4・5板 su↑ru 上昇調
鑿 4板 3・4・5板 nu↑mi 上昇調
麦 4板 3・4・5板 mu↑gi 上昇調
板 4板 3・4・5板 ↑ica 高平調
藁 4板 3・4・5板 wa↑ra 上昇調
汗 5板 3・4・5板 a↑si 上昇調
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雨 5板 3・4・5板 a↑mi 上昇調
眉 5板 3・4・5板 ma↑ju 上昇調
股もも 5板 3・4・5板 mu↑mu 上昇調
牡蠣 5板 3・4・5板 *** ¥
瓶 3息 3・4・5息 ↑biN 高平調
蚤 3息 3・4・5息 nu↑mi 上昇調
浜 3息 3・4・5息 ↑pama 高平調
鞠 3息 3・4・5息 ma↑i 上昇調
息 4息 3・4・5息 ↑iki 高平調
臼 4息 3・4・5息 ↑usu 高平調
海 4息 3・4・5息 ↑umi 高平調
中 4息 3・4・5息 na↑ha 上昇調
針 4息 3・4・5息 ↑pai 高平調
舟 4息 3・4・5息 ↑puni 高平調
箆へら 4息 3・4・5息 ↑pira 高平調
松 4息 3・4・5息 ma↑ci 上昇調
主 4息 3・4・5息 nuu↑si 上昇調
宿 4息 3・4・5息 ja↑du 上昇調
筋 4息 3・4・5息 ↑sizi 高平調
箸 4息 3・4・5息 mee↑si ¥
蔭 5息 3・4・5息 haa↑gi 上昇調
声 5息 3・4・5息 ↑hu|i 高平調
猿 5息 3・4・5息 saa↑ru「u 上昇調
足袋 5息 3・4・5息 ↑tabi 高平調
露 5息 3・4・5息 ↑cuju 高平調
鍋 5息 3・4・5息 na↑bi 上昇調
聟むこ 5息 3・4・5息 mu↑hu 上昇調
桶 5息 3・4・5息 uu↑ki 上昇調
本もと 5息 3・4・5息 mu↑tu 上昇調
蜘蛛 5息 3・4・5息 ↑kubugasi ¥
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